
東京電力ホールディングス株式会社
環境線量低減対策

2019/11/26現在

環境線量低減対策 スケジュール

27 3 10 17 24 1 8 15 上 中 下 前 後

※１～４号機周辺の線量低減は、原子炉建屋上部の
線量低減対策及び周辺ヤードの整備等を実施中。
（使用済燃料プール対策分野及び汚染水対策分野　参照）

～2020年2月予定

2018年9月21日1～3号機タービン建屋下屋の雨樋
に浄化材設置完了。浄化材の効果を確認中。

～2020年7月予定

2019年11月19日完了
.
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敷地内線量低減
・段階的な線量低減

海洋汚染拡大防止
・モニタリング
・排水路整備

環境影響評価
・モニタリング
・傾向把握、効果
   評価

分

野

名

括

　

り
作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定

（実　績）
  【護岸エリア地下水対策】港湾内外海水モニタリング
　　　　　　　　　　　 　 地下水モニタリング

  【排水路対策】排水路モニタリング
　　　　　 　 　Ｋ排水路上流部調査（浄化材の効果の確認）
　　　　　 　 　排水路清掃等（道路・排水路清掃）

  【港湾復旧改造工事】南防波堤改造工事
　　　　　　　　　　  深浅測量(2019年度)
　
（予　定）
 
　【護岸エリア地下水対策】港湾内外海水モニタリング
  　　　　　　　　　 　　　地下水モニタリング

　【排水路対策】排水路モニタリング
　　　　　 　 　 Ｋ排水路上流部調査（浄化材の効果の確認）
                        K排水路上流部調査（枝管サンプリング（雨期））
　　　　　 　  　排水路清掃等（道路・排水路清掃・浄化材維持管理）
　
　【港湾復旧改造工事】南防波堤改造工事
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現
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検
討
・
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計

（実　績）
　・1～4号機原子炉建屋上部ダスト濃度測定、放出量評価
　・降下物測定（月１回）
　・発電所周辺、沿岸海域モニタリング（毎日～月1回）
　・20km圏内 魚介類モニタリング（月1回 11点）
　・茨城県沖における海水採取（毎月）
　・宮城県沖における海水採取（毎月）

（予　定）
　・1～4号機原子炉建屋上部ダスト濃度測定、放出量評価
　・降下物測定（月１回）
　・発電所周辺、沿岸海域モニタリング（毎日～月1回）
　・20km圏内 魚介類モニタリング（月1回 11点）
　・茨城県沖における海水採取（毎月）
　・宮城県沖における海水採取（毎月）

検
討
・
設
計

現
場
作
業

検
討
・
設
計

（実　績）
    ○線量率測定
　　・構内全域の状況把握サーベイ
　　　（３０mメッシュの全測定箇所を年度内にデータ更新）
　　・構内全域の走行サーベイ[1回／３ヶ月]
　 ○線量低減対策
　　・土捨場北側エリア（伐採・盛土工　等）
　　・建屋エリア（３号機海側等）　(建物除去・路盤舗装　等）

（予　定）
 　 ○線量率測定
　　・構内全域の状況把握サーベイ
　　　（３０mメッシュの全測定箇所を年度内にデータ更新）
　　・構内全域の走行サーベイ[1回／３ヶ月]
　 ○線量低減対策
　　・土捨場北側エリア（伐採・盛土工　等）

10月 11月 12月

下

備　考1月 2月

港湾内外海水モニタリング

降下物測定

海水・海底土測定（発電所周辺, 茨城県沖, 宮城県沖）

20km圏内 魚介類モニタリング

1,2,3,4u放出量評価

1,2,3,4uR/B測定1uR/B 2uR/B

4uR/B

1,2,3,4u放出量評価

3uR/B

エリア平均で 5μSv/hを達成したエリア

■線量率測定

構内全域の状況把握サーベイ（30ｍメッシュサーベイ）

■線量低減対策※

2019年9月末現在

1～4号機周辺

土捨場北側エリア （伐採・盛土工 等）

地下水モニタリング

排水路モニタリング

K排水路上流部調査(浄化材の効果の確認)

排水路清掃等

■港湾復旧改造工事

■護岸エリア地下水対策

■排水路対策

K排水路上流部調査(枝管サンプリング)

南防波堤改造工事（防波堤上部工コンクリート打設・袋詰モルタル設置）

土捨場北側エリア

深浅測量(2019年度)

構内全域の走行サーベイ(第3四半期分) 構内全域の走行サーベイ(第4四半期分)

最新工程反映実績反映
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2019/11/26

タービン建屋東側における
地下水及び海水中の放射性物質濃度の状況について

東京電力ホールディングス株式会社



 

海洋への影響のモニタリング

港湾内の放射能濃度分布のモニタリング

港湾内への影響のモニタリング

地下水濃度のモニタリング

基本的な測定項目及び頻度

γ線 全β H-3 Sr-90

1回/週 1回/週 1回/週 1回/月

・天候により採取できない場合がある。
・必要に応じて測定頻度を見直す。
・港湾内海水については排水路付け替えの

影響をモニタリングするため、γ線、全β
について当面の間1回/日としている。

シルトフェンス

工事用汚濁防止フェンス

海側遮水壁

港湾口北東側 港湾口東側 港湾口南東側

南防波堤南側

5,6号機
放水口北側

1u 2u 3u 4u

1号機 2号機 3号機 4号機

6号機 5号機

北防波堤北側

港湾口

6号機
取水口前

1号機取水口
遮水壁前

*3

2号機取水口
遮水壁前*1

南側
遮水壁前*2

物揚場前

港湾内
西側

港湾内
北側

港湾中央

港湾内
東側

港湾内
南側

東波除提
北側

南放水口付近
（南放水口から約320m南）

＊1：2018.12.12以降廃止

＊2：2019.2.6以降移動

＊3：2019.4.3以降廃止

モニタリング計画（観測点の配置）
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モニタリング結果の概要

＜タービン建屋東側の地下水濃度＞

○ 観測点によっては大雨時に一時的な変動が見られるが、全体的に低下もしくは横ばい
傾向にあり、大きな変化は見られていない。

＜排水路の排水濃度＞

○ 降雨時に濃度が上昇する傾向にあるが、全体的に横ばい傾向にある。

・道路及び排水路の清掃を実施中、排水路及び枝管に浄化材を設置中

＜港湾内外の海水濃度＞

○ 港湾内では降雨時に上昇が見られるが、港湾外では変化は見られず低い濃度で推移
している。※１

・港湾内（取水路開渠内含む）の濃度について、上昇時においても告示濃度を十分に
下回っている。※２

・道路・排水路の清掃、フェーシング、海側遮水壁閉合、取水路開渠出口へのシルト
フェンス設置等の対策の効果によるものと考えられる。

「東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ」の記載

※１：P.4 3-1. オ「周辺海域の海水の放射性物質濃度については、告示で定める濃度限度や世界保健機関の
飲料水水質ガイドラインの水準を下回っており、低い水準を維持している。」

※２：P.22 4-6. (2) ①「港湾内の放射性物質濃度が告示に定める濃度限度を安定して下回るよう、港湾内へ
流出する放射性物質の濃度をできるだけ低減させる。」
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＜1号機取水口北側、1,2号機取水口間＞

タービン建屋東側の地下水濃度（1/2）

No.0-1

No.0-1-2
No.0-3-2

No.0-2

No.0-3-1

No.0-4

No.1-8

No.1-9

No.1-14

No.1-17 No.1

No.1-6

No.1-16

No.1-11

No.1-12

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ

1号機取水口北側

1,2号機取水口間

13m16m 5m13m

16m
16m

5m

5m

5m

5m

16m

16m19m

5m

5m

16m

海側遮水壁

地盤改良壁

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.39

全β 77

H-3 22000

試料採取日 19/11/18

Cs-137 28

全β 110

H-3 12000

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.50

全β <12

H-3 310

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.42

全β <12

H-3 <110

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.50

全β 36000

H-3 40000

試料採取日 19/11/19

Cs-137 2400

全β 11000

H-3 4800

試料採取日 19/11/18

Cs-137 -

全β 16

H-3 630

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.46

全β 42000

H-3 23000

試料採取日 19/11/19

Cs-137 3.1

全β 150000

H-3 13000

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.38

全β <12

H-3 13000

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.53

全β 41000

H-3 2800

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.50

全β <11

H-3 1100

試料採取日 19/11/19

Cs-137 16000

全β 110000

H-3 880

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.47

全β <12

H-3 10000

試料採取日 19/11/19

Cs-137 240

全β 820

H-3 28000

試料採取日 19/11/19

Cs-137 12

全β 21000

H-3 570

※ “<○”は検出限界以下を示す。

※ 単位： Bq/L
※ トリチウム試料は試料採取日に示され

た日付より前に採取された試料である
ことがある。

※観測孔No.の横の「○m」は観測孔の
深さを示す。

地下水移送量（移送先：2号機ﾀｰﾋﾞﾝ建屋）

1号機北側揚水ﾋﾟｯﾄ
1,2号機間改修ｳｪﾙ,ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ
地下水ﾄﾞﾚﾝ中継ﾀﾝｸ(A)

425 m3/3週
(10/24 0時～11/14 0時)
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＜2,3号機取水口間、3,4号機取水口間＞

タービン建屋東側の地下水濃度（2/2）

改修ｳｪﾙ
改修ｳｪﾙ

No.2-6

No.2-7

No.2-8

No.2-5

No.2

No.2-3

No.2-2

No.3-4

No.3-5

No.3-3

No.3

No.3-22,3号機取水口間

3,4号機取水口間

1.5m

16m

16m

5m

5m

16m

5m

5m

1.5m

16m 16m

5m

5m

16m

海側遮水壁

地盤改良壁

地盤改良壁

※ “<○”は検出限界以下を示す。
※ 単位： Bq/L
※ トリチウム試料は試料採取日に示され

た日付より前に採取された試料である
ことがある。

※ 観測孔No.の横の「○m」は観測孔の
深さを示す。

試料採取日 19/11/15

Cs-137 0.92

全β 180

H-3 710

試料採取日 19/11/18

Cs-137 -

全β 7500

H-3 <110

試料採取日 19/11/18

Cs-137 1.1

全β 210

H-3 810

試料採取日 19/11/18

Cs-137 46

全β 200

H-3 740

試料採取日 19/11/14

Cs-137 0.57

全β 160

H-3 4700試料採取日 19/11/18

Cs-137 24

全β 5400

H-3 9500

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.46

全β 310

H-3 290

試料採取日 19/11/14

Cs-137 3.8

全β 13

H-3 2000

試料採取日 19/11/14

Cs-137 4.1

全β 570

H-3 980

試料採取日 19/11/14

Cs-137 -

全β 21

H-3 <110

試料採取日 19/11/18

Cs-137 1.3

全β 4800

H-3 450

試料採取日 19/11/14

Cs-137 240

全β 2200

H-3 1200

試料採取日 19/11/18

Cs-137 0.80

全β 350

H-3 690

試料採取日 19/11/14

Cs-137 0.75

全β 23

H-3 620

地下水移送量（移送先：2号機ﾀｰﾋﾞﾝ建屋）

2,3号機間改修ｳｪﾙ
地下水ﾄﾞﾚﾝ中継ﾀﾝｸ(B)

517 m3/3週
(10/24 0時～11/14 0時)

3,4号機間改修ｳｪﾙ
58 m3/3週

(10/24 0時～11/14 0時)
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タービン建屋東側の地下水濃度の状況

＜1,2号機取水口間エリア＞

○ No.1-6でH-3濃度は2019.8より1,000Bq/㍑程度から6,000Bq/㍑程度まで上昇後低下
し、現在900Bq/㍑程度となっている。

○ No.1-9で全β濃度は2019.4より20Bq/㍑程度から上昇低下を繰り返し、現在20Bq/㍑
程度となっている。

○ No.1-14でH-3濃度は2019.7より1,300Bq/㍑程度から上昇低下を繰り返し、現在
2,800Bq/㍑程度となっている。

＜2,3号機取水口間エリア＞

○ No.2-3でH-3濃度は2019.8より6,000Bq/㍑程度から低下傾向にあったが上昇し、
現在10,000Bq/㍑程度となっている。全β濃度は2019.4より8,000Bq/㍑程度から
15,000Bq/㍑程度まで上昇後低下し、現在5,000Bq/㍑程度となっている。

○ No.2-5でH-3濃度は2019.6より2,300Bq/㍑程度から120Bq/㍑未満まで低下後上昇
低下を繰り返し、現在110Bq/㍑未満となっている。全β濃度は2019.9より65,000Bq
/㍑程度から500Bq/㍑程度まで低下後上昇し、現在7,500Bq/㍑程度となっている。

○ No.2-6で全β濃度は2019.5より100Bq/㍑程度から上昇傾向にあり、現在200Bq/㍑
程度となっている。
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1号機取水口北側の地下水の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

1号機取水口北側の地下水の濃度推移（H-3）

地下水No.0-1

H-3

地下水No.0-1-2

H-3

地下水No.0-2

H-3

地下水No.0-3-1

H-3
地下水No.0-3-1

H-3ND値

地下水No.0-3-2

H-3

地下水No.0-4

H-3

Bq/L

H-3

告示濃度

60000Bq/L

※検出限界値未満の場合は△で示す。
検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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1号機取水口北側の地下水の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

1号機取水口北側の地下水の濃度推移（全β）

地下水No.0-1

全β

地下水No.0-1-2

全β

地下水No.0-2

全β

地下水No.0-3-1

全β

地下水No.0-3-1

全βND値

地下水No.0-3-2

全β

地下水No.0-4

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度
30Bq/L

※検出限界値未満の場合は□で示す。
検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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1,2号機取水口間の地下水の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

1,2号機取水口間の地下水の濃度推移（H-3）

地下水No.1

H-3

地下水No.1-6

H-3

地下水No.1-8

H-3

地下水No.1-9

H-3

地下水No.1-9

H-3ND値
地下水No.1-11

H-3
地下水No.1-12

H-3

地下水No.1-14

H-3

地下水No.1-16

H-3

地下水No.1-17

H-3

1,2uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

1,2u改修ｳｴﾙ
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度
60000Bq/L

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働 2013/8/15

※検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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1,2号機取水口間の地下水の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

1,2号機取水口間の地下水の濃度推移（全β、Sr-90）

地下水No.1

全β

地下水No.1

Sr-90

地下水No.1-6

全β

地下水No.1-8

全β

地下水No.1-9

全β

地下水No.1-9

全βND値

地下水No.1-11

全β

地下水No.1-12

全β

地下水No.1-14

全β

地下水No.1-16

全β

地下水No.1-17

全β

1,2uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ

全β

1,2u改修ｳｴﾙ

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度
30Bq/L

ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ稼働 2013/8/15

※検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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2,3号機取水口間の地下水の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

2,3号機取水口間の地下水の濃度推移(H-3)

地下水No.2

H-3

地下水No.2-2

H-3

地下水No.2-3

H-3

地下水No.2-5

H-3

地下水No.2-6

H-3
地下水No.2-7

H-3

地下水No.2-8

H-3

2,3uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ

H-3

2,3u改修ｳｴﾙ

H-3

Bq/L

H-3

告示濃度
60000Bq/L

※： 2017/2/2～10/26、2018/2/1～2019/10/10
揚水停止のため採取していない。

※

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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2,3号機取水口間の地下水の濃度推移（2/2）

1
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1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

2,3号機取水口間の地下水の濃度推移(全β、Sr-90)

地下水No.2

全β

地下水No.2

Sr-90

地下水No.2-2

全β

地下水No.2-3

全β

地下水No.2-5

全β

地下水No.2-6

全β

地下水No.2-7

全β

地下水No.2-8

全β

2,3uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ

全β

2,3u改修ｳｴﾙ

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度
30Bq/L

※： 2017/2/2～10/26、2018/2/1～2019/10/10揚水停止のため採取していない。

※

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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3,4号機取水口間の地下水の濃度推移（1/2）

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

3,4号機取水口間の地下水の濃度推移（H-3）

地下水No.3

H-3

地下水No.3-2

H-3

地下水No.3-3

H-3

地下水No.3-4

H-3

地下水No.3-5

H-3

地下水No.3-5

H-3ND値

3,4uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ
H-3

3,4u改修ｳｴﾙ
H-3

Bq/L

H-3

告示濃度

60000Bq/L

※1： 2015/5/20～7/8 水位低下のため採取できず。

※1

※検出限界値未満の場合は◇で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

※2： 2015/10/15,29,11/5 水位低下のため採取できず。 2017/2/2～2017/8/31, 2018/2/1～2018/7/12, 2019/2/7～2019/7/25, 2019/9/5～10/24揚水停止のため採取していない。

※2

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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3,4号機取水口間の地下水の濃度推移（2/2）

1

10

100

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

13/5/20 13/11/16 14/5/15 14/11/11 15/5/10 15/11/6 16/5/4 16/10/31 17/4/29 17/10/26 18/4/24 18/10/21 19/4/19 19/10/16

3,4号機取水口間の地下水の濃度推移（全β）

地下水No.3

全β

地下水No.3-2

全β

地下水No.3-3

全β

地下水No.3-4

全β

地下水No.3-5

全β

地下水No.3-5

全βND値

3,4uｳｴﾙﾎﾟｲﾝﾄ

全β

3,4u改修ｳｴﾙ

全β

Bq/L

Sr-90

告示

濃度
30Bq/L

※1： 2015/5/20～7/8 水位低下のため採取できず。

※1

※検出限界値未満の場合は◇で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

※2

※2： 2015/10/15,29,11/5 水位低下のため採取できず。 2017/2/2～2017/8/31, 2018/2/1～2018/7/12, 2019/2/7～2019/7/25, 2019/9/5～10/24揚水停止のため採取していない。

海側遮水壁閉合完了 2015/10/26

地下水ドレン稼働開始 2015/11/5

陸側遮水壁(海側)凍結開始 2016/3/31(～10/31)
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＜A排水路＞

○ 道路・排水路の清掃を実施中

○ 全体的に横ばい傾向にある。

＜物揚場排水路＞

○ 道路・排水路の清掃を実施中

○ 全体的に横ばい傾向にある。

○ Cs-137濃度、全β濃度は降雨時に上昇する傾向にある。

＜K排水路＞

○ 道路・排水路の清掃を実施中、排水路及び枝管に浄化材を設置中

○ Cs-137濃度、全β濃度は横ばい傾向にあるが、降雨時に上昇する傾向にある。

○ H-3濃度は低下傾向にあったが、2017.9以降横ばい傾向となっている。

＜C排水路＞

○ 道路・排水路の清掃を実施中

○ 全体的に横ばい傾向にある。

○ 全β濃度は降雨時に上昇する傾向にある。

排水路の排水濃度の状況
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排水路の排水の濃度推移（Cs-137）
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15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8

排水路におけるCs-137濃度の推移

降水量

(福島第一)

A排水路

排水口Cs-137

物揚場排水路

排水口Cs-137

K排水路

排水口Cs-137

C排水路

排水口Cs-137

C排水路

排水口Cs-137ND値

Bq/L mm/日

注：検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は各地点とも同等

※

※：2017/5/13～5/15 欠測につき浪江ｱﾒﾀﾞｽのﾃﾞｰﾀを使用
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排水路の排水の濃度推移（H-3）
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15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8

排水路における H-3濃度の推移

降水量

(福島第一)

A排水路

排水口H-3

物揚場排水路

排水口H-3

K排水路

排水口H-3

C排水路

排水口H-3

C排水路

排水口H-3ND値

Bq/L mm/日

注：検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は各地点とも同じ

※

※：2017/5/13～5/15 欠測につき浪江ｱﾒﾀﾞｽのﾃﾞｰﾀを使用
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排水路の排水の濃度推移（全β）
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15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8

排水路における全ベータ濃度の推移

降水量

(福島第一)

A排水路

排水口全β

物揚場排水路

排水口全β

K排水路

排水口全β

C排水路

排水口全β

C排水路

排水口全βND値

Bq/L mm/日

注：検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は

各地点とも同じ

※2：C排水路について2016/9/14～10/11は採水点の溜水を採水することに

より高めの数値となることがあった。（新設排水路への切替の影響）

※1 ※2

※1：2017/5/13～5/15 欠測につき

浪江ｱﾒﾀﾞｽのﾃﾞｰﾀを使用



※  “<○”は検出限界以下を示す。
※ 単位： Bq/L 
※ トリチウム試料は試料採取日

に示された日付より前に採取
された試料であることがある。

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.56

全β 13

H-3 <2.5

6号機取水口前

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.46

全β <13

H-3 <1.9

物揚場前

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.29

全β <15

H-3 2.0

港湾内東側

試料採取日 19/11/19

Cs-137 0.56

全β <15

H-3 2.9

港湾内西側

試料採取日 19/11/19

Cs-137 0.48

全β <15

H-3 3.0

港湾内北側

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.35

全β <15

H-3 2.2

港湾内南側

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.70

全β 11

H-3 <0.89

5,6号機放水口北側

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.46

全β 10

H-3 <1.9

南放水口付近

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.57

全β <12

H-3 2.8

港湾口

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.53

全β <14

H-3 1.5

北防波堤北側

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.89

全β <14

H-3 1.5

港湾口北東側
試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.70

全β <14

H-3 <0.94

港湾口東側

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.62

全β <14

H-3 <0.95

港湾口南東側

試料採取日 19/11/18

Cs-137 <0.69

全β <14

H-3 <0.95

南防波堤南側

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.45

全β 13

H-3 4.3

東波除提北側

試料採取日 19/4/2

Cs-137 1.2

全β <15

H-3 2.3

1号機取水口遮水壁前

試料採取日 18/12/11

Cs-137 3.0

全β <16

H-3 17

2号機取水口遮水壁前

試料採取日 19/11/19

Cs-137 5.0

全β <11

H-3 41

南側遮水壁前

試料採取日 19/11/19

Cs-137 <0.56

全β <12

H-3 3.0

港湾中央

18

港湾内外の海水濃度

＊2：2017.2.11以降
南に50mの地点に
移動

＊2

＊1

＊1：2018年3月23日
以降南放水口より
約320m南の地点
に移動

＊3：2018.12.12以降廃止

＊3 ＊4：2019.2.6以降南東に
80mの地点に移動

＊4

＊5

＊5：2019.4.3以降廃止
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港湾内外の海水濃度の状況

＜１～４号機取水路開渠内エリア＞

○ 告示濃度未満で推移しているが、降雨時にCs-137濃度、Sr-90濃度の上昇が見られる。

○ 海側遮水壁鋼管矢板打設・継手処理の完了後、濃度の低下が見られる。

○ メガフロート関連工事によりシルトフェンスを開渠中央へ移設した2019.3.20以降、
Cs-137濃度について、南側遮水壁前が高め、東波除堤北側が低めで推移している。

＜港湾内エリア＞

○ 告示濃度未満で推移しているが、降雨時にCs-137濃度、Sr-90濃度の上昇が見られる。

○ 1～４号機取水路開渠内エリアより低いレベルとなっている。

○ 海側遮水壁鋼管矢板打設・継手処理の完了後、濃度の低下が見られる。

＜港湾外エリア＞

○ 海側遮水壁鋼管矢板打設・継手処理の完了後、Cs-137濃度、Sr-90濃度の低下が見ら
れ、低い濃度で推移していて変化は見られていない。
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１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（1/3）
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15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（Cs-137）

港湾中央
Cs-137

東波除堤北側
Cs-137

東波除堤北側

Cs-137 ND値
1号機取水口遮水壁前
Cs-137

2号機取水口遮水壁前
Cs-137

南側遮水壁前
Cs-137

Bq/L

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

※1：開渠外の採取点
※2：2017/2/11以降、採取点を南に50m移動
※3：2018/12/12以降廃止 ※4：2019/2/6以降、採取点を南東に80m移動
※5：2019/4/3以降廃止

※1

注：2016/1/19以降、検出限界値を見直し（3→0.7q/L）。
検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同等

※2

海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25 ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22

※3 ※4※5
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１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（2/3）
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15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（H-3）

港湾中央
H-3

東波除堤北側
H-3

東波除堤北側

H-3 ND値
1号機取水口遮水壁前
H-3

2号機取水口遮水壁前
H-3

南側遮水壁前
H-3

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

※1

注：2015/11/23以降、検出限界値を見直し（50→3Bq/L）。
検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。 （ 但し、港湾中央は2Bq/L）

※2 ※3

※1：開渠外の採取点
※2：2017/2/11以降、採取点を南に50m移動
※3：2018/12/12以降廃止 ※4：2019/2/6以降、採取点を南東に80m移動
※5：2019/4/3以降廃止

※4

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22

※5
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１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（3/3）
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15/1/1 15/5/1 15/8/2915/12/2716/4/25 16/8/2316/12/2117/4/20 17/8/1817/12/1618/4/15 18/8/1318/12/1119/4/10 19/8/8

１～４号機取水路開渠内の海水の濃度推移（全β、Sr-90）

港湾中央

全β

東波除堤北側

全β

東波除堤北側

全β ND値

1号機取水口遮水壁前

全β

2号機取水口遮水壁前

全β
南側遮水壁前

全β

港湾中央
Sr-90

東波除堤北側
Sr-90

南側遮水壁前
Sr-90

東波除堤北側

Sr-90 ND値

Bq/L

Sr-90
告示濃度
30Bq/L

※1：開渠外の採取点 ※2：2017/2/11以降、採取点を南に50m移動
※3：2018/12/12以降廃止 ※4：2019/2/6以降、採取点を南東に80m移動
※5：2019/4/3以降廃止

※1

注：全β は天然の放射性物質K-40（10～20Bq/L）を含む。
全β について検出限界値未満の場合は□で示す。検出限界値は各地点とも同じ。
Sr-90について検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

※2 ※3

※4

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22

※5
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港湾内の海水の濃度推移（1/3）
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港湾内の海水の濃度推移（Cs-137）

物揚場
Cs-137

６号機取水口前
Cs-137

港湾内北側
Cs-137

港湾内西側
Cs-137

港湾内東側
Cs-137

港湾内東側

Cs-137 ND値
港湾内南側
Cs-137

港湾口
Cs-137

港湾口

Cs-137 ND値

Bq/L

海底土被覆工事

2014/6/30～2015/4/23

Cs-137
告示濃度
90Bq/L

注： 2015/9/16以降、検出限界値を見直し（1.5→0.7Bq/L）。

港湾口が検出限界値未満の場合は △ で示す。（検出限界値は物揚場、６号機取水口前も同等）

港湾内北側・西側・東側・南側について2016/6/1以降、検出限界値を見直し（0.7→0.4Bq/L）。検出限界値未満の場合は □ で示す。

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22
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港湾内の海水の濃度推移（2/3）
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港湾内の海水の濃度推移（H-3）

物揚場
H-3

６号機取水口前
H-3

港湾内北側
H-3

港湾内西側
H-3

港湾内東側
H-3

港湾内東側

H-3 ND値
港湾内南側
H-3

港湾口
H-3

Bq/L

H-3
告示濃度
60000Bq/L

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22
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港湾内の海水の濃度推移（3/3）
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港湾内の海水の濃度推移（全β、Sr-90）

物揚場

全β

６号機取水口前

全β

港湾内北側

全β

港湾内西側

全β

港湾内東側

全β

港湾内東側

全β ND値

港湾内南側

全β

港湾口

全β

物揚場
Sr-90

物揚場

Sr-90 ND値
港湾内北側
Sr-90

港湾口
Sr-90

港湾口

Sr-90 ND値

Bq/L

Sr-90

告示濃度

30Bq/L

海底土被覆工事

2014/6/30～2015/4/23

注： 全β は天然の放射性物質K-40（10～20Bq/L）を含む。全β について、検出限界値未満の場合は△で示す（検出限界値は各地点とも同じ）。
Sr-90について、物揚場が検出限界値未満の場合は◇で示す。2017/4/3以降、検出限界値を見直し（0.3→0.01Bq/L）。
港湾口が検出限界値未満の場合は○で示す（検出限界値は港湾内北側も同じ）。

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2017/1/25海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26

ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ移動(交換) 2019/3/20

工事用汚濁防止ﾌｪﾝｽ設置 2019/3/22
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港湾外の海水の濃度推移（1/3）
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港湾外の海水の濃度推移（Cs-137）

港湾口東側
Cs-137

港湾口東側

Cs-137 ND値
港湾口北東側
Cs-137

北防波堤北側
Cs-137

港湾口南東側
Cs-137

南防波堤南側
Cs-137

5,6号機放水口北側
Cs-137

南放水口付近
Cs-137

Bq/L

※： 2016/9/5以降、護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。 2016/9/21以降、南放水口より約330m南の地点（従来より約1km北）に変更。
2017/1/27以降、南放水口より約280m南の地点に変更。 2018/3/23以降、南放水口より約320m南の地点に変更。

※

海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26
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港湾外の海水の濃度推移（2/3）
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港湾外の海水の濃度推移（H-3）

港湾口東側
H-3

港湾口東側

H-3 ND値
港湾口北東側
H-3

北防波堤北側
H-3

港湾口南東側
H-3

南防波堤南側
H-3

5,6号機放水口北側
H-3

南放水口付近
H-3

Bq/L

※

※： 2016/9/5以降、護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。 2016/9/21以降、南放水口より約330m南の地点（従来より約1km北）に変更。
2017/1/27以降、南放水口より約280m南の地点に変更。 2018/3/23以降、南放水口より約320m南の地点に変更。

注： 2018/4/23以降、検出限界値を見直し（2→1Bq/L）。

海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26
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港湾外（南北放水口）の海水の濃度推移（Sr-90）

5,6号機放水口北側
Sr-90

5,6号機放水口北側

Sr-90 ND値

南放水口付近
Sr-90

Bq/L

海側遮水壁鋼管矢板打設 2015/9/10～9/22

海側遮水壁継手処理 2015/9/23～10/26
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港湾外（南北放水口）の海水の濃度推移（Sr-90）

5,6号機放水口北側
Sr-90

5,6号機放水口北側

Sr-90 ND値
南放水口付近
Sr-90

Bq/L
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港湾外の海水の濃度推移（3/3）

注： 2017/4/17以降、検出限界値を見直し（0.01→0.001Bq/L）。
検出限界値未満の場合は○で示す。検出限界値は各地点とも同じ。

※： 2016/9/5以降、護岸が崩落しアクセスが困難なため採水できず。2016/9/21以降、南放水口
より約330m南の地点（従来より約1km北)に変更。2017/1/27以降、南放水口より約280m南の
地点に変更。2018/3/23以降、南放水口より約320m南の地点に変更。

※

※
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＜参考＞港湾口海水モニタの測定結果

※検出限界値未満（ND）の場合は、グラフにデータが表示されません。
（検出限界値）

・セシウム（Cs)134 ： 0.02 Bq/L
・セシウム（Cs)137 ： 0.05 Bq/L
・全β ： 8.7 Bq/L 

※海水放射線モニタは、荒天により海上が荒れた場合、巻き上がった海底砂の影響等により、データが変動する場合があります。
※参 考 「福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則」に定める告示濃度限度は、以下の通り。

・セシウム（Cs)134 ： 60 Bq/L
・セシウム（Cs)137 ： 90 Bq/L

○ 2019年11月17日 6時22分に設備不具合により停止しておりました。11月19日15時30分に復旧作業が終了し起動しております。

○ 設備の不具合および清掃・点検保守作業等により、データが欠測する場合があります。



2019/11/26

「1～4号機原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果」
の変更について

東京電力ホールディングス株式会社



「1～4号機原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果」の変更について

1

 「 1～4号機原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果」では、1～4号機原子炉
建屋の追加的放出量と放出に伴う敷地境界における被ばく線量を毎月公表してい
る。

 放出に伴う影響を理解いただくために、公表資料をわかりやすくする工夫が必要
であり、記載内容を見直すこととした。

 主な変更箇所
• 一般公衆への影響が理解しやすくなるように、被ばく線量基準値と比較した記載
とし、被ばく線量のグラフに変更した。

• 別紙を一覧表形式に変更するとともに、一覧表の解説を作成した。

• 被ばく線量評価の計算手法を５／６号機の寄与（年間稼働率80%の運転時の推
定放出量で評価したもの）を一律加算する方法から、測定結果を元にした被ばく
線量を評価する手法に変更した。（詳細は次ページ）



被ばく線量計算について

2

 被ばく線量は、１～６号機全体からの影響をお知らせする観点から、１～４号機
追加的放出量の被ばく線量評価に５、６号機からの影響を一定値（運転時の想定
放出量から評価：約0.17μSv/年）加算していた。

 運転時想定の5、6号機の被ばく線量を加算した場合、最近では５、６号機の割合
が大きく(約80％)、１～４号機の放出による影響がわかりにくくなっていた。

 実態により近づけるため、５、６号機も粒子状物質の測定結果を元にした被ばく
線量を評価し、検出された場合は、１～４号機による被ばく線量評価に加算する
こととする。



被ばく線量の評価式の変更について

3

被ばく線量(μSv/y) ＝ +
1～4号機からの追加的
放出量による被ばく線量

5・6号運転時の想定放
出量による被ばく線量

 変更前の被ばく線量の評価式

設置許可に記載されている年間稼働率80％の通常運転下での想定放出量より評価
約1.7E-1(μSv/y)

被ばく線量(μSv/y) ＝
1～4号機からの追加的
放出量による被ばく線量

 変更後の被ばく線量の評価式

+
5・6号からの追加的
放出量による被ばく線量

測定結果が「発電用軽水型原子炉施設における放出放射性物質の測定に関する指針」
に定める測定下限濃度を超えた場合には「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象
指針」、「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針」、および「
発電用軽水型原子炉施設の安全審査における一般公衆の線量評価について」に基づき
被ばく線量を評価する。



評価対象年月
被ばく線量（μ Sv/y）

変更前
被ばく線量（μ Sv/y）

変更後
評価対象年月

被ばく線量（μ Sv/y）
変更前

被ばく線量（μ Sv/y）
変更後

2015年4月 <2.7 <2.5 2017年7月 <0.21 <0.04

2015年5月 <1.6 <1.4 2017年8月 <0.21 <0.04

2015年6月 <2.5 <2.3 2017年9月 <0.33 <0.16

2015年7月 <0.92 <0.75 2017年10月 <0.25 <0.08

2015年8月 <1.2 <1.0 2017年11月 <0.22 <0.05

2015年9月 <3.2 <3.0 2017年12月 <0.35 <0.18

2015年10月 <1.9 <1.7 2018年1月 <0.47 <0.30

2015年11月 <1.1 <0.93 2018年2月 <0.69 <0.52

2015年12月 <1.5 <1.3 2018年3月 <0.36 <0.19

2016年1月 <1.4 <1.2 2018年4月 <0.23 <0.06

2016年2月 <0.68 <0.51 2018年5月 <0.25 <0.08

2016年3月 <0.87 <0.70 2018年6月 <0.22 <0.05

2016年4月 <0.68 <0.51 2018年7月 <0.29 <0.12

2016年5月 <0.62 <0.45 2018年8月 <0.45 <0.28

2016年6月 <0.29 <0.12 2018年9月 <1.10 <0.93

2016年7月 <0.25 <0.08 2018年10月 <0.44 <0.27

2016年8月 <0.32 <0.15 2018年11月 <0.22 <0.05

2016年9月 <0.37 <0.20 2018年12月 <0.29 <0.12

2016年10月 <0.33 <0.16 2019年1月 <0.22 <0.05

2016年11月 <0.69 <0.52 2019年2月 <0.47 <0.30

2016年12月 <0.27 <0.10 2019年3月 <0.22 <0.05

2017年1月 <0.29 <0.12 2019年4月 <0.22 <0.05

2017年2月 <0.34 <0.17 2019年5月 <0.23 <0.06

2017年3月 <0.24 <0.07 2019年6月 <0.25 <0.08

2017年4月 <0.34 <0.17 2019年7月 <0.24 <0.07

2017年5月 <0.26 <0.09 2019年8月 <0.27 <0.10

2017年6月 <0.28 <0.11 2019年9月 <0.23 <0.06

被ばく線量評価値の計算手法変更前後表

4

変更前の被ばく線量評価値および５、６号機分を測定結果を元に評価した被ばく線
量を示す。

2015年3月以前は被ばく線量を約30μSv/yと評価しており、計算手法を変更しても値は変わらない
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2019年11月26日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

1～4号機原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果（2019年 10月） 

 

【評価の目的】 

 廃炉作業の進捗による周辺環境への影響を確認するとともに，１～４号機の安定冷却状況を確認するため，追加

的放出量を毎月評価し，それを基に一般公衆への被ばく線量を評価すること。 

【評価結果】 

 2019 年 10 月における１～４号機原子炉建屋からの追加的放出量を評価した結果，3.5×104 （ﾍﾞｸﾚﾙ/時）未満で

あり，放出管理の目標値（1.0×107ﾍﾞｸﾚﾙ/時）を下回っていることを確認した。 

 本評価値における敷地境界の空気中放射性物質濃度は Cs-134：2.7×10-12（ﾍﾞｸﾚﾙ/cm3），Cs-137：7.1×10-12（ﾍﾞ

ｸﾚﾙ/cm3）であり告示濃度※1を下回っていることを確認した。また，本評価値が1年間継続した場合，敷地

境界における被ばく線量は，年間0.09 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ未満(0.00009 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満)であり，年間30 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ

(0.03 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ※2)と比較し十分に小さい値である。 

※1 「実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則の規定に基づく線量限度等を定める告示」で定める周辺監視

区域外の空気中の濃度限度はCs-134：2×10-5（ﾍﾞｸﾚﾙ/cm3），Cs-137：3×10-5（ﾍﾞｸﾚﾙ/cm3）である。 

※2「特定原子力施設に係る実施計画」(以下，実施計画)において敷地境界における一般公衆の被ばく線量1 ﾐﾘｼｰ

ﾍﾞﾙﾄ/年を満たすための気体の放出による被ばく線量は，年間 30 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ(0.03 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ)としている。

また，その評価に用いた放出量（1.0×107ﾍﾞｸﾚﾙ/時）を，放出管理の目標値として定めている。 
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年間1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄを満足する気体放出による評価値：30ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/年

(0.03ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

1000ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/年

(1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

 

*1 被ばく線量は１～４号機の放出量評価値と 5，6号機の測定実績に基づき算出。 

(2019 年 10 月公表分まで，5，6 号機の被ばく線量は，運転中の評価値 0.17 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄを一律加算していた。見

直し前後の被ばく線量は，2019年 11月 28日 廃炉・汚染水対策チーム会合 第72回事務局会議資料に掲載。) 

*2 5，6号機は当月の測定結果が検出限界値未満であったことから被ばく影響はないとした。 
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【評価手法】 

 １～４号機原子炉建屋からの放出量（セシウム）は各号機の放出箇所ごとに放出量を計算して，その合計値としている。

（計算に使用したデータについては別紙参照） 

 放出量は過小評価にならないように条件を設定※した以下の計算式より求めている。 

放出量(ﾍﾞｸﾚﾙ/時) = ①空気中放射性物質濃度(ﾍﾞｸﾚﾙ/cm3) × ②月間漏洩率(cm3/時) 

①「空気中放射性物質濃度（ﾍﾞｸﾚﾙ/cm3）」は連続ダストモニタデータを使って月間の変動を考慮した濃度を計算で求め

ている。（詳細は別紙の参考１参照） 

②「月間漏洩率(cm3/時)」は放出箇所ごとに以下の評価手法で算出している。 

  ・原子炉上部の場合は評価時点の燃料の崩壊熱(MW)による蒸気発生量(cm3/時)。 

  ・排気設備の出口の場合は排気設備の定格流量(cm3/時)。 

  ・PCVガス管理システムの場合は1ヶ月間の平均流量(cm3/時)。 

  ・建屋の開口部の場合は日々の外部風速，建屋内外圧，隙間面積から算出した月間漏洩率(cm3/時)。 

   （詳細は別紙の参考2参照） 

 被ばく線量は年間の気象条件による大気拡散を考慮し，実施計画(Ⅲ章2.2)の評価方法と同様に計算している。 

 希ガスについては，格納容器ガス管理設備における分析結果から放出量を評価しているが，放出されるガンマ線実効

エネルギーがセシウムに比べて小さく，被ばく経路も放射性雲の通過による外部被ばくのみとなるため，これによる被

ばく線量は，セシウムによる被ばく線量に比べて小さいと評価している。 

※設定した条件：①空気中放射性物質濃度の測定結果が検出限界値未満の場合，放出気体の空気中放射性物質濃度を検

出限界値として放出量を算出している。 

②2号機は2018年10月に開口部を閉塞したが，完全に閉塞できていないものとして僅かな開口面を設定

して放出量を算出している。 

【モニタリングポスト及び敷地境界ダストモニタのトレンド】 

 空間放射線量 

低いレベルで安定。 

 

 空気中の放射性物質 

大きな上昇はなく，低濃度で安定。 
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【各号機における放出量の推移】 

１，３，４号機について，9 月とほぼ同程度の放出量であった。２号機については台風 19 号と台風 21 号の影響により

開口の隙間及びブローアウトパネルからの月間漏洩量が上昇したため増加した。 

<5.6E+03
<4.6E+04

<8.5E+03 <3.9E+03 <2.5E+03 <3.2E+03 <4.8E+03 <1.8E+04 <1.7E+04 <3.3E+04 <9.1E+03 <2.1E+04

1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04

1.0E+05

1.0E+06

1.0E+07

1.0E+08

2018年11月 2018年12月 2019年1月 2019年2月 2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月放
出
量
評
価
値
（
ﾍ
ﾞｸ
ﾚ
ﾙ
／
時
）

２号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移

<9.0E+03 <7.1E+03 <7.2E+03
<1.2E+05

<1.1E+04 <9.0E+03 <8.9E+03 <8.8E+03 <7.1E+03 <8.5E+03 <7.9E+03 <7.9E+03

1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04

1.0E+05

1.0E+06

1.0E+07

1.0E+08

2018年11月 2018年12月 2019年1月 2019年2月 2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月放
出
量
評
価
値
（
ﾍ
ﾞｸ
ﾚ
ﾙ
／
時
）

３号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移

<1.2E+03 <1.3E+03 <1.4E+03 <2.9E+03 <2.0E+03 <1.5E+03 <3.3E+03 <2.0E+03 <2.0E+03 <1.9E+03 <2.4E+03 <2.3E+03
1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04

1.0E+05

1.0E+06

1.0E+07

1.0E+08

2018年11月 2018年12月 2019年1月 2019年2月 2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月放
出
量
評
価
値
（
ﾍ
ﾞｸ
ﾚ
ﾙ
／
時
）

４号機 燃料取り出し用カバーからの放出量推移

<1.7E+02 <3.7E+02 <5.4E+02 <3.5E+02 <2.2E+02 <7.1E+02 <4.1E+02 <1.2E+02
<2.7E+03 <8.1E+02 <1.5E+03 <3.6E+03

1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04

1.0E+05

1.0E+06

1.0E+07

1.0E+08

2018年11月 2018年12月 2019年1月 2019年2月 2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月放
出
量
評
価
値
（
ﾍ
ﾞｸ
ﾚ
ﾙ
／
時
）

１号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移

<1.6E+04 <5.4E+04 <1.8E+04
<1.3E+05

<1.6E+04 <1.4E+04 <1.7E+04 <2.9E+04 <2.9E+04 <4.5E+04 <2.1E+04 <3.5E+04

1.0E+02

1.0E+03

1.0E+04

1.0E+05

1.0E+06

1.0E+07

1.0E+08

2018年11月 2018年12月 2019年1月 2019年2月 2019年3月 2019年4月 2019年5月 2019年6月 2019年7月 2019年8月 2019年9月 2019年10月放
出
量
評
価
値
（
ﾍ
ﾞｸ
ﾚ
ﾙ
／
時
）

１号機～４号機からの放出量推移

 

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。 

 

放出管理の目標値：1.0×107（ﾍﾞｸﾚﾙ／時） 



別紙

1～4号機原子炉建屋からの追加的放出量評価結果 2019年10月 評価分（詳細データ）

単位 ﾍﾞｸﾚﾙ/cm
3

ﾍﾞｸﾚﾙ/cm
3 月／日 ﾍﾞｸﾚﾙ/cm

3
ﾍﾞｸﾚﾙ/cm

3
cm

3
/時

月間漏洩率

算出方法
ﾍﾞｸﾚﾙ/時 ﾍﾞｸﾚﾙ/時 ﾍﾞｸﾚﾙ/時 ﾍﾞｸﾚﾙ/時

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

2019年10月

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

4.5E-06 6.5E-06 10月8日 ND(1.6E-07) 1.6E-06 3.6E-02 3.6E-01 1.5E+08
現在の崩壊熱

量より評価
<3.6E+01 3.6E+02 <7.5E+02 <2.9E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

6.9E-07 3.7E-06 10月8日 ND(8.8E-08) 3.2E-07 1.3E-01 4.7E-01 1.4E+09 <6.8E+02 2.5E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

(単位：cps)

②ダストモニタ

（月間平均）

(単位：cps)

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

1.4E+01 1.6E+01 10月8日 ND(1.5E-06) ND(1.2E-06) 1.1E-07 8.7E-08 2.1E+07 <3.7E+01 <2.9E+01

②希ガス

（月間平均値）
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Kr-85

(②×⑦)

1.5E-01 2.1E+07 3.2E+06 3.1E-08 (ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

排気設備の定

格流量

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

2.3E-07 2.7E-07 10月11日 ND(1.2E-07) ND(1.5E-07) 5.2E-01 6.4E-01 1.0E+10 <1.4E+03 <1.7E+03 <2.8E+03 <1.8E+04

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）
⑦月間漏洩率

Cs-134

(③×⑦×70÷744)

Cs-137

(④×⑦×70÷744)

10月24日 7.6E-06 1.0E-04 1.5E+09 1.1E+03 1.5E+04

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）
⑦月間漏洩率

Cs-134

(③×⑦×674÷744)

Cs-137

(④×⑦×674÷744)

10月11日 ND(2.4E-07) 1.3E-06 1.5E+09 <3.2E+02 1.7E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

7.9E-06 8.1E-06 10月11日 ND(1.3E-06) ND(1.1E-06) 1.7E-01 1.3E-01 1.7E+07 <2.4E+01 <1.9E+01

②希ガス

（月間平均値）
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Kr-85

(②×⑦)

3.7E+01 1.7E+07 6.4E+08 6.0E-06 (ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

2019年10月

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

1.6E-06 4.3E-06 10月4日 ND(7.9E-08) ND(9.8E-08) 5.0E-02 6.2E-02 1.8E+08
現在の崩壊熱

量より評価
<4.0E+01 <4.9E+01 <4.2E+03 <3.7E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

7.2E-06 4.3E-06 10月3日 ND(1.3E-07) 1.1E-07 1.8E-02 1.5E-02 2.6E+09 <2.0E+02 1.7E+02

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

排気設備の定

格流量

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

7.5E-06 7.2E-06 10月3日 ND(1.3E-07) ND(1.1E-07) 1.7E-02 1.5E-02 3.0E+10 <3.7E+03 <3.3E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

1.3E-05 6.9E-06 10月4日 ND(7.9E-08) ND(9.4E-08) 6.0E-03 7.1E-03 3.9E+09 <1.6E+02 <1.9E+02

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

1.4E-05 1.4E-05 10月3日 ND(1.1E-06) ND(1.1E-06) 7.7E-02 7.5E-02 2.0E+07 <2.1E+01 <2.1E+01

②希ガス

（月間平均値）
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Kr-85

(②×⑦)

4.2E+01 2.0E+07 8.5E+08 9.8E-06 (ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

6.7E-07 8.7E-07 10月10日 ND(1.1E-07) ND(1.2E-07) 1.6E-01 1.8E-01 6.0E+09 <8.4E+02 <9.4E+02 <1.1E+03 <1.2E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

排気設備の定

格流量

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

3.3E-07 1.6E-07 10月10日 ND(1.2E-08) ND(9.9E-09) 3.6E-02 3.0E-02 5.0E+10 <2.9E+02 <2.4E+02

1～4号機

Cs-134合計

1～4号機

Cs-137合計

<8.9E+03 <2.6E+04

２．機器ハッチ

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：機器ハッチ近傍の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：機器ハッチ近傍の■)

参考2参照

1号機合計(Cs-134+Cs-137)

<3.6E+03

放出量評価 放出量評価の号機ごとの合計値

(-)

１号機

１．原子炉直上部

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：原子炉建屋四隅の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：ウェル上の■)

月間漏洩率評価

３．PCVガス管理システム

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)
Kr被ばく線量

(Kr-85×24×365×2.5E-19×0.0022÷0.5×1E3)

ダストモニタデータ

(図中の▲で採取)

ダスト測定データ

(図中の■で採取)
相対比

２号機

１．排気設備出口

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

残置物撤去作業期間中

(1ヶ月のうち3.5時間の作業を20日実施)

２．開口の隙間及びBOP隙間

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

2号機合計(Cs-134+Cs-137)

<2.1E+04

作業期間外

２．開口の隙間及びBOP隙間

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

参考2参照

３．PCVガス管理システム

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)
Kr被ばく線量

(Kr-85×24×365×2.4E-19×0.0022÷0.5×1E3)

参考2参照

３号機

１．原子炉直上部

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：原子炉建屋四隅の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：ウェル上の■)

２．燃料取出し用カバー隙間

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

参考2参照

3号機合計(Cs-134+Cs-137)

<7.9E+03

Kr被ばく線量

(Kr-85×24×365×3.0E-19×0.0022÷0.5×1E3)

３．燃料取出し用カバー排気設備出口

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

４．機器ハッチ

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：機器ハッチ近傍の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：機器ハッチ近傍の■)

参考2参照

５．PCVガス管理システム

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○であることを意味する。

※　ND(○.○E－○)とは、○.○×１０－○の検出限界値未満であることを意味する。

※　＜○.○E－○とは、○.○×１０－○未満であることを意味する。

1～4号機合計(Cs-134+Cs-137)

<3.5E+04

４号機

１．燃料取り出し用カバー隙間

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取出し用ｶﾞﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取出しｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

参考2参照

２．燃料取り出し用カバー排気設備

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取出し用ｶﾞﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取出し用ｶﾞﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

4号機合計(Cs-134+Cs-137)

<2.3E+03

月間平均値が一番高い箇所の

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を②に採用

原子炉建屋

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

１号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

■

■

■ ■

3.PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ

２．機器ﾊｯﾁ

■

■

１．原子炉直上部

原子炉建屋

3.PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ

1.排気設備

2.開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

ﾌｨﾙﾀｰ

入口

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

２号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

３号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

月間平均値が一番高い箇所の

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を②に採用
原子炉建屋

4.機器ﾊｯﾁ

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

5.PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

1.原子炉直上部

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

ﾌｨﾙﾀｰ

入口

3.燃料取出し用カバー排気設備

2.燃料取出し用カバー隙間

原子炉建屋

2. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

1.燃料取出し用

ｶﾊﾞｰ隙間

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ

（3ヶ所）

ﾌｨﾙﾀｰ

入口

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

４号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ



1～4号機原子炉建屋からの追加的放出量評価結果 2019年10月 評価分（詳細データ）

単位 ﾍﾞｸﾚﾙ/cm
3

ﾍﾞｸﾚﾙ/cm
3 月／日 ﾍﾞｸﾚﾙ/cm

3
ﾍﾞｸﾚﾙ/cm

3
cm

3
/時

月間漏洩率

算出方法
ﾍﾞｸﾚﾙ/時 ﾍﾞｸﾚﾙ/時 ﾍﾞｸﾚﾙ/時 ﾍﾞｸﾚﾙ/時

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

2019年10月

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

4.5E-06 6.5E-06 10月8日 ND(1.6E-07) 1.6E-06 3.6E-02 3.6E-01 1.5E+08
現在の崩壊熱

量より評価
<3.6E+01 3.6E+02 <7.5E+02 <2.9E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

6.9E-07 3.7E-06 10月8日 ND(8.8E-08) 3.2E-07 1.3E-01 4.7E-01 1.4E+09 <6.8E+02 2.5E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

(単位：cps)

②ダストモニタ

（月間平均）

(単位：cps)

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

1.4E+01 1.6E+01 10月8日 ND(1.5E-06) ND(1.2E-06) 1.1E-07 8.7E-08 2.1E+07 <3.7E+01 <2.9E+01

②希ガス

（月間平均値）
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Kr-85

(②×⑦)

1.5E-01 2.1E+07 3.2E+06 3.1E-08 (ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

排気設備の定

格流量

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

2.3E-07 2.7E-07 10月11日 ND(1.2E-07) ND(1.5E-07) 5.2E-01 6.4E-01 1.0E+10 <1.4E+03 <1.7E+03 <2.8E+03 <1.8E+04

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）
⑦月間漏洩率

Cs-134

(③×⑦×70÷744)

Cs-137

(④×⑦×70÷744)

10月24日 7.6E-06 1.0E-04 1.5E+09 1.1E+03 1.5E+04

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）
⑦月間漏洩率

Cs-134

(③×⑦×674÷744)

Cs-137

(④×⑦×674÷744)

10月11日 ND(2.4E-07) 1.3E-06 1.5E+09 <3.2E+02 1.7E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

7.9E-06 8.1E-06 10月11日 ND(1.3E-06) ND(1.1E-06) 1.7E-01 1.3E-01 1.7E+07 <2.4E+01 <1.9E+01

②希ガス

（月間平均値）
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Kr-85

(②×⑦)

3.7E+01 1.7E+07 6.4E+08 6.0E-06 (ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

2019年10月

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

1.6E-06 4.3E-06 10月4日 7.9E-08 9.8E-08 5.0E-02 6.2E-02 1.8E+08
現在の崩壊熱

量より評価
<4.0E+01 <4.9E+01 <4.2E+03 <3.7E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

7.2E-06 4.3E-06 10月3日 ND(1.3E-07) 1.1E-07 1.8E-02 1.5E-02 2.6E+09 <2.0E+02 1.7E+02

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

排気設備の定

格流量

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

7.5E-06 7.2E-06 10月3日 ND(1.3E-07) ND(1.1E-07) 1.7E-02 1.5E-02 3.0E+10 <3.7E+03 <3.3E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

1.3E-05 6.9E-06 10月4日 ND(7.9E-08) ND(9.4E-08) 6.0E-03 7.1E-03 3.9E+09 <1.6E+02 <1.9E+02

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

1.4E-05 1.4E-05 10月3日 ND(1.1E-06) ND(1.1E-06) 7.7E-02 7.5E-02 2.0E+07 <2.1E+01 <2.1E+01

②希ガス

（月間平均値）
⑦月間漏洩率

計測値の月間

平均値

Kr-85

(②×⑦)

4.2E+01 2.0E+07 8.5E+08 9.8E-06 (ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ/年)

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)
Cs-134合計 Cs-137合計

6.7E-07 8.7E-07 10月10日 ND(1.1E-07) ND(1.2E-07) 1.6E-01 1.8E-01 6.0E+09 <8.4E+02 <9.4E+02 <1.1E+03 <1.2E+03

①ダストモニタ

（ダスト採取期間）

②ダストモニタ

（月間平均）

ダスト

採取日

③ダスト測定結果

（Cs-134）

④ダスト測定結果

（Cs-137）

⑤Cs-134

(③÷①)

⑥Cs-137

(④÷①)
⑦月間漏洩率

排気設備の定

格流量

Cs-134

(②×⑤×⑦)

Cs-137

(②×⑥×⑦)

3.3E-07 1.6E-07 10月10日 ND(1.2E-08) ND(9.9E-09) 3.6E-02 3.0E-02 5.0E+10 <2.9E+02 <2.4E+02

1～4号機

Cs-134合計

1～4号機

Cs-137合計

<8.9E+03 <2.6E+04

２．機器ハッチ

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：機器ハッチ近傍の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：機器ハッチ近傍の■)

参考2参照

1号機合計(Cs-134+Cs-137)

<3.6E+03

放出量評価 放出量評価の号機ごとの合計値

(-)

１号機

１．原子炉直上部

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：原子炉建屋四隅の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：ウェル上の■)

ダストモニタデータ

(図中の▲で採取)

ダスト測定データ

(図中の■で採取)
相対比 月間漏洩率評価

作業期間外

２．開口の隙間及びBOP隙間

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

参考2参照

３．PCVガス管理システム

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)
Kr被ばく線量

(Kr-85×24×365×2.5E-19×0.0022÷0.5×1E3)

３．燃料取出し用カバー排気設備出口

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

４．機器ハッチ

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：機器ハッチ近傍の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：機器ハッチ近傍の■)

参考2参照

５．PCVガス管理システム

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

２．燃料取出し用カバー隙間

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取り出し用ｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

参考2参照

3号機合計(Cs-134+Cs-137)

<7.9E+03

３号機

１．原子炉直上部

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：原子炉建屋四隅の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：ウェル上の■)

Kr被ばく線量

(Kr-85×24×365×3.0E-19×0.0022÷0.5×1E3)

2号機合計(Cs-134+Cs-137)

<2.1E+04

参考2参照

３．PCVガス管理システム

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：PCVｶﾞｽ管理設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)
Kr被ばく線量

(Kr-85×24×365×2.4E-19×0.0022÷0.5×1E3)

２号機

１．排気設備出口

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

残置物撤去作業期間中

(1ヶ月のうち3.5時間の作業を20日実施)

２．開口の隙間及びBOP隙間

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：排気設備ﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○であることを意味する。

※　ND(○.○E－○)とは、○.○×１０－○の検出限界値未満であることを意味する。

※　＜○.○E－○とは、○.○×１０－○未満であることを意味する。

1～4号機合計(Cs-134+Cs-137)

<3.5E+04

４号機

１．燃料取り出し用カバー隙間

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取出し用ｶﾞﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取出しｶﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ入口の■)

参考2参照

２．燃料取り出し用カバー排気設備

(ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ：燃料取出し用ｶﾞﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の▲)

(ﾀﾞｽﾄ測定箇所：燃料取出し用ｶﾞﾊﾞｰﾌｨﾙﾀｰ出口の■)

4号機合計(Cs-134+Cs-137)

<2.3E+03

１号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ１号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

■でダスト採取していた期間と

同時刻で▲にて測定していた全

β値を記載している。

▲で測定した1ヶ月間の全β値の平均

値を記載している。

■でダスト採取し測定したCs-

134とCs-137の値を記載してい

■でダスト採取し測定したCs-134と

Cs-137の値を記載している。

▲で測定した1ヶ月間の

Kr-85の平均値を記載している。

ダストモニタのCs-134、Cs-

137の割合をダスト測定結果の

値から算出している。参考2参

ダストモニタのCs-134、Cs-137の

割合をダスト測定結果の値から算出

している。参考2参照。

原子炉直上部からの月間漏洩率を

記載している。参考１参照。

ダストモニタと相対比と月間漏

洩率の掛け算でCs-134、Cs-

137の放出率を算出している。

ダストモニタと相対比と月間漏洩率

の掛け算でCs-134、Cs-137の放出

率を算出している。

1.原子炉直上部」と「2.機器

ハッチ」と「3.PCVガス管理シ

ステム」のCs-134,Cs137の合

1.原子炉直上部」と「2.機器ハッ

チ」と「3.PCVガス管理システム」

のCs-134,Cs-137の合計値を記載し

ている。

希ガスと月間漏洩率を用いて、PCV

ガス管理システムからのKr-85の放

出率を算出している。

2号機はオペレーティングフロアで残置物撤去等の作業

を実施しているため、ダストの測定や評価は、「作業を

している時」と「作業をしていない時」に分けて評価し

ている。

2号機オペレーティングフロア内調査を行ってい

ない期間の放出率を示している。ダスト測定結果

と月間漏洩率に（一月の作業していない時間の割

1～4号機の合計値を

記載している。

1～4号機の合計値を

記載している。

月間平均値が一番高い箇所の

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を②に採用

原子炉建屋

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

■

■

■ ■

3.PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ

２．機器ﾊｯﾁ

■

■

１．原子炉直上部

原子炉建屋

3.PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ

1.排気設備

2.開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

ﾌｨﾙﾀｰ

入口

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

２号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

３号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

月間平均値が一番高い箇所の

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を②に採用
原子炉建屋

4.機器ﾊｯﾁ

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

5.PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

1.原子炉直上部

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

ﾌｨﾙﾀｰ

入口

3.燃料取出し用カバー排気設備

2.燃料取出し用カバー隙間

原子炉建屋

2. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

1.燃料取出し用

ｶﾊﾞｰ隙間

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ

（3ヶ所）

ﾌｨﾙﾀｰ

入口

ﾌｨﾙﾀｰ

出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

４号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

上記のCs-134とCs-137の

合計値を記載している。

Kr-85による年間被ばく線量を記

載している。

2号機の残置物撤去作業期間中の放出率を示してい

る。ダスト測定結果と月間漏洩率に一月の作業時

間の割合（作業時間÷月総時間）から算出してい

る。

1～4号機のCs-134とCs-137の

合計値を記載している。

2号機の残置物撤去作業を行っていない期間の放出率を示して

いる。ダスト測定結果と月間漏洩率に一月の作業していない時

間の割合（作業していない時間÷月総時間）から算出している。



参考1　空気中放射性物質濃度の評価方法 参考2　建屋の開口部の月間漏洩率の評価方法 2号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の月間漏洩率の計算例

 月1回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタのデータから連続性を考慮した ●評価方法

 空気中放射性物質濃度を評価する。 月間漏洩率は日々の外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

 ●STEP1 ●計算条件

 　月間の連続ダストモニタのトレンドを確認する。 　北北西　2.2m/s

 　※連続ダストモニタは、全βのため被ばく評価に使用できないため。

1号機建屋の月間漏洩率の計算例

 ●STEP2

 　月1回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタの値を比較する。

 　　・4月8日に月1回の空気中放射性物質濃度を測定・・・・①

 　　⇒核種毎(Cs-134, Cs-137)にデータが得られる。

 　　・同時刻の連続ダストモニタの値を確認する。・・・・②

 　　・上記2つのデータの相対比を評価する。・・・・③

 　　③相対比　＝　①空気中放射性物質濃度　÷　②ダストモニタの値

 ●STEP3

 　連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価する。

 　　・連続ダストモニタのデータに③相対比を乗じて、連続性を考慮した空気中放射性物質

 　　　濃度を評価する。

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：機器ハッチ隙間面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m2）

S4：R/B大物搬入口横扉（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

C5：風圧係数(上面部)

ζ ：形状抵抗係数

→   →

↓

↑

↑
V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6(P6=0)

S3

P1
P2

P4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S1

V5

(機器ハッチ”開”)

(大物搬入口”閉”)

V1 V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S4

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　　　 ：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ ×ρ ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５，Ｖ６は（６），（７），（８），（９），（10），（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.15 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
25.48 0.00 0.29 0.10

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.06521 -0.04076 0.008151 -0.04076 -0.0326 0 -0.03259

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

0.89 0.26 0.58 0.26 0.01 0.52

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

機器ハッチ漏えい量 878 m3/h
漏洩率 878 m3/h

ＯＫ

0.00

Y

(m3/h)

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

V7：排気風速（m/s）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：床面圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：非常用扉開口面積（m2）

S2：大物搬入口開口面積（m2）

S3：BP隙間面積（m2）

S4：R/B二重扉(南北)開口面積（m2）

S5：西側開口前室北側開口面積（m2）

S6：西側開口前室西側開口面積（m2）

S7：西側開口前室南側開口面積（m2）

S8：西側開口前室床部開口面積（m2）

S9：西側開口前室上部開口面積（m2）

S10：排気ダクト面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北)

C2：風圧係数(南)

C3：風圧係数(西)

C4：風圧係数(東)

C5：風圧係数(床面)

ζ ：形状抵抗係数

→ ←

↑

↑

↓ ↓ ↓

↓

V0

北

P

原子炉建屋

P6=0
V6

S2

S3 S4S4

V4

P1
V1

P2
V2

P4

P3

(大物搬入口”閉”)

(排気設備)

(二重扉) S10

V7

S1
(非常用扉)

V3

(二重扉)

P6=0
V6

(BP開口部)

S5

S6

S7

西側開口前室

P5

原子炉建屋
（立面図）

V5
(大物搬入口”閉”)(非常用扉)

西側開口前室

S8

S9

P5
V5

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

床面　　　　 ：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P2-P=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P4-P=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P5-P=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（１０）

P6-P=ζ ×ρ ×V6^2/(2g) ・・・（１１）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S5+V2×S7+V3×(S1+S2+S6)+V4×S3+V5×(S8+S9)+V6×S4)×3600=V7×S10×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S5+V2×S7+V3×(S1+S2+S6)+V4×S3+V5×(S8+S9)+V6×S4)×3600-V7×S10×3600

Ｖ１～Ｖ６は（６）～（１１）により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるようにＰの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.15 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
2.075 0.000 0.340 0.370 0.010 0.230 1.124 0.001 0.000 0.500

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.06521 -0.04076 0.008151 -0.04076 -0.0326 0 -0.06736

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.04 0.47 0.79 0.47 0.53 0.74 5.56

IN IN IN IN IN IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

排気ファン風量 10,000 m3/h
漏洩率 0 m3/h

Y

(m3/h)
0.00

ＯＫ



3号機原子炉建屋機器ハッチの月間漏洩率の計算例 3号機燃料取出し用カバーの月間漏洩率の計算例 4号機燃料取出し用カバーの月間漏洩率の計算例
V0：外気風速（m/s）

V1：カバー内流出入風速（m/s）

V2：カバー内流出入風速（m/s）

V3：カバー内流出入風速（m/s）

V4：カバー内流出入風速（m/s）

V5：カバー内流出入風速（m/s）

V6：排気風速（m/s）

→   ← P：カバー内圧力（Pa）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：上下部圧力（Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）

S2：カバー隙間面積（m2）

S3：カバー隙間面積（m2）

S4：カバー隙間面積（m2）

S5：カバー天井部隙間面積（m2）

S6：ガータ床隙間面積（m2）

S7：排気ダクト吸込口面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(風上側（北）)

C2：風圧係数(風下側（南）)

C3：風圧係数(風上側（西）)

C4：風圧係数(風下側（東）)

C5：風圧係数(上下部)

ζ ：形状抵抗係数

↓

↑

↑

↓

V0

原子炉
建屋

P1 P2

P4

V3

V1 V2

北

P
カバー

P
カバー

V5

S2

S3S1

S4

V4

P3
(排風機)

V5
S5

P5

(ガーダ床開口部)

S6

(天井開口部)

S7

V6

P5

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　　：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P2-P=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P4-P=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P5-P=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（１０）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S1+V2×S3+V3×S4+V4×S2+V5×(S5+S6))×3600=V6×S7×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S1+V2×S3+V3×S4+V4×S2+V5×(S5+S6))×3600-V6×S7×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（６），（７），（８），（９），（１０）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.15 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
2.56 0.41 2.56 0.41 0.36 4.47 4.76

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.06521 -0.04076 0.008151 -0.04076 -0.0326 -0.08805

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.12 0.62 0.89 0.62 0.67 1.75

IN IN IN IN IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

給気風量 30,000 m3/h
排気ファン風量 30,000 m3/h
漏洩量 0 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00

V0：外気風速（m/s）

V1：カバー内流出入風速（m/s）

V2：カバー内流出入風速（m/s）

V3：カバー内流出入風速（m/s）

V4：カバー内流出入風速（m/s）

V5：カバー内流出入風速（m/s）

P：カバー内圧力（Pa）

→   → P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：R/B内圧力（0Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）

S2：カバー隙間面積（m2）

S3：カバー隙間面積（m2）

S4：カバー隙間面積（m2）

S5：建屋床損傷部隙間面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

ζ ：形状抵抗係数

↑

↑

↑

V0

原子炉建屋

P1 P2

P4

V3

P5=0
原子炉建屋

V1 V2

S5

北

(建屋床損傷部)

P
カバー

P
カバー

建屋損傷部から
カバー内への流出入

V5

S2

S3

S1

S4

V4

P3

(送風気) (排風気)

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（５）

P-P2=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（６）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（７）

P-P4=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（８）

P5-P=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600=(V2×S3+V4×S2)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600-(V2×S3+V4×S2)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.15 0.80 -0.50 0.10 -0.50 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
0.44 0.81 0.46 0.81 4.00

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.06521 -0.04076 0.008151 -0.04076 0 -0.00028

V1 V2 V3 V4 V5

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

0.73 0.57 0.26 0.57 0.05

IN OUT IN OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 2,612 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00



  

2019年11月26日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果（２０１９年１０月） 

 

【評価結果】 

 ２０１９年１０月における１～４号機原子炉建屋からの追加的放出量を評価した結果，3.5×104 （Bq/時）

未満であり，放出管理の目標値（1.0×107Bq/時）を下回っていることを確認した。 

 本放出における敷地境界の空気中放射性物質濃度は，Cs-134：2.7×10-12（Bq/cm3），Cs-137：

7.1×10-12（Bq/cm3）であり，当該値が 1 年間継続した場合，敷地境界における被ばく線量は，年間  

０．０００２６ｍSv未満となる。 

参考：核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度等を定める告示 

周辺監視区域外の空気中の濃度限度･･･Cs-134：２×10-5（Bq/cm3），Cs-137：３×10-5（Bq/cm3） 
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【評価手法】 

 １～４号機原子炉建屋からの放出量（セシウム）を，原子炉建屋上部等の空気中放射性物質濃度（ダスト濃

度），連続ダストモニタ及び気象データ等の値を基に評価を実施。（詳細な評価手法については別紙参照） 

 希ガスについては，格納容器ガス管理設備における分析結果から放出量を評価しているが，放出されるガン

マ線実効エネルギーがセシウムに比べて小さく，被ばく経路も放射性雲の通過による外部被ばくのみとなる

ため，これによる被ばく線量は，セシウムによる被ばく線量に比べて小さいと評価している。 

 

 

放出管理の目標値： １．０×１０７（Bq／時） 

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。 

 



  

【各号機における放出量の推移】 
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２号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移
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３号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移
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４号機 燃料取り出し用カバーからの放出量推移
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１号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移

 

《評価》 

１，３，４号機について，９月とほぼ同程度の放出量であった。２号機については台風 19 号と台風 21 号の影

響により開口の隙間及びブローアウトパネルからの月間漏洩量が上昇したため増加した。 



東京電力ホールディングス株式会社

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

1～4号機原子炉建屋からの

（詳細データ）

別紙

追加的放出量評価結果   2019年10月評価分



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 1

1. 放出量評価について（１）



端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

※１～４号機のCs-134,Cs-137合計値は，2号機については作業期間外と残置物撤去作業期間中の合計値を
評価時間で按分の上加算した。

単位：Bq/時

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137 希ガス Cs-134 Cs-137 合計

1号機 7.1E+2未満 2.8E+3 3.7E+1未満 2.9E+1未満 3.2E+6 7.5E+2未満 2.9E+3未満 3.6E+3未満

3号機 4.1E+3未満 3.7E+3未満 2.1E+1未満 2.1E+1未満 8.5E+8 4.2E+3未満 3.7E+3未満 7.9E+3未満

4号機 1.1E+3未満 1.2E+3未満 － － － 1.1E+3未満 1.2E+3未満 2.3E+3未満

合計 8.9E+3未満 2.6E+4未満 3.5E+4未満－

放出量評価値(10月評価分)

原子炉建屋上部 PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ Cs-134,Cs-137合計値

2号機

作業期間外

2号機

残置物撤去作

業期間中

1.7E+3未満 3.6E+3未満

2.4E+1未満 1.9E+1未満 6.4E+8

1.8E+3未満 3.6E+3未満 5.4E+3未満

1.3E+4未満 1.6E+5未満 1.7E+5未満1.3E+4未満 1.6E+5未満
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1. 放出量評価について（２）



端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

※１～４号機のCs-134,Cs-137合計値は，2号機については作業期間外と残置物撤去作業期間中の合計値を
評価時間で按分の上加算した。

単位：Bq/時

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137 希ガス Cs-134 Cs-137 合計

1号機 1.3E+2未満 1.3E+3 3.4E+1未満 2.9E+1未満 2.6E+6 1.7E+2未満 1.4E+3未満 1.5E+3未満

3号機 4.0E+3未満 3.9E+3未満 1.5E+1未満 1.7E+1未満 7.5E+8 4.0E+3未満 3.9E+3未満 7.9E+3未満

4号機 1.3E+3未満 1.1E+3未満 － － － 1.3E+3未満 1.1E+3未満 2.4E+3未満

合計 7.0E+3未満 1.4E+4未満 2.1E+4未満

2.9E+3未満

6.9E+3未満 7.9E+4未満 8.6E+4未満6.8E+3未満 7.9E+4未満

－

放出量評価値(9月評価分)

原子炉建屋上部 PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ Cs-134,Cs-137合計値

2号機

作業期間外

2号機

残置物撤去作

業期間中

1.1E+3未満 1.6E+3未満

7.3E+1未満 6.3E+1未満 6.5E+8

1.2E+3未満 1.7E+3未満
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2.1 １号機の放出量評価

4. 放出量評価

1. 原子炉直上部
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h
( 1日現在の崩壊熱より蒸気発生量(          m3/s)を評価)

2. 建屋隙間
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 :              m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間平均流量結果 : m3/h

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

月間平均値が一番高い箇所の
ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を採用

原子炉建屋

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

１号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

■

■

■ ■

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

２．機器ﾊｯﾁ

■

■

１．原子炉直上部

採取日 核種

①原子炉

ウェル上部

北側

原子炉

ウェル上部

北西側

原子炉

ウェル上部

南側

Cs-134 ND(1.6E-7) ND(1.2E-7) 1.2E-7

Cs-137 1.6E-6 2.6E-6 1.1E-6
10/8

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 3.6E-2

Cs-137 3.6E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
4.5E-6 6.5E-6

採取日 核種 ①機器ﾊｯﾁ

Cs-134 ND(8.8E-8)

Cs-137 3.2E-7
10/8

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.3E-1

Cs-137 4.7E-1

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
6.9E-7 3.7E-06

相対比①/②

採取日 核種 ①PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.5E-6)

Cs-137 ND(1.2E-6)
10/8

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 1.5E-1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間

(cps)

月間平均

(cps)

Cs-134 1.1E-7

Cs-137 8.7E-8

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
1.4E+1 1.6E+1

相対比①/②

原子炉直上部+建屋隙間(Cs-134) = 6.5E-6 × 3.6E-2 × 1.5E+2 ×1E+6 + 3.7E-6 ×1.3E-1 × 1.4E+3 × 1E+6 = 7.1E+2Bq/時未満

原子炉直上部+建屋隙間(Cs-137) = 6.5E-6 × 3.6E-1 × 1.5E+2 ×1E+6 + 3.7E-6 ×4.7E-1 × 1.4E+3 × 1E+6 = 2.8E+3Bq/時

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) = 1.6E+1 × 1.1E-7 × 2.1E+1 ×1E+6 = 3.7E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) = 1.6E+1 × 8.7E-8 × 2.1E+1 ×1E+6 = 2.9E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) = 1.5E-1 × 2.1E+1 × 1E+6 = 3.2E+6Bq/時

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) = 3.2E+6 × 24 ×365 ×2.5E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 3.1E-8mSv/年

1.5E+2
2019年10月

1.4E+3

2.1E+1

4.2E-2
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2.2 ２号機の放出量評価
作業期間外

4. 放出量評価

（２）月間排気設備流量 : m3/h

1. 排気設備
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

2.開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果（単位Bq/cm3）

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

原子炉建屋

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

1.排気設備

2.開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

２号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

（２）月間平均流量結果 : m3/h

採取日 核種 ①排気設備出口

Cs-134 ND(1.2E-7)

Cs-137 ND(1.5E-7)
10/11

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 5.2E-1

Cs-137 6.4E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 2.3E-7 2.7E-7

1.0E+4

1.7E+1

1.5E+3

採取日 核種 排気設備入口

Cs-134 ND(2.4E-7)

Cs-137 1.3E-6
10/11

採取日 核種
①PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.3E-6)

Cs-137 ND(1.1E-6)
10/11

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm
3
)

Kr-85 3.7E+1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.7E-1

Cs-137 1.3E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 7.9E-6 8.1E-6

排気設備出口+開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間(Cs-134) = 2.7E-7 × 5.2E-1 × 1.0E+4 × 1E+6 + 2.4E-7 × 1.5E+3 × 1E+6 = 1.7E+3Bq/時未満

排気設備出口+開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間(Cs-137) = 2.7E-7 × 6.4E-1 × 1.0E+4 × 1E+6 + 1.3E-6 × 1.5E+3 × 1E+6 = 3.6E+3Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) = 8.1E-6 × 1.7E-1 × 1.7E+1 × 1E+6 = 2.4E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) = 8.1E-6 × 1.3E-1 × 1.7E+1 × 1E+6 = 1.9E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) = 3.7E+1 × 1.7E+1 × 1E+6 = 6.4E+8Bq/時

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) = 6.4E+8 × 24 ×365 ×2.4E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 6.0E-6mSv/年
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2.2 ２号機の放出量評価
残置物撤去作業期間中：20日間作業して1日3.5時間

4. 放出量評価

（２）月間排気設備流量 : m3/h

1. 排気設備
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

2.開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果（単位Bq/cm3）

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

原子炉建屋

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

1.排気設備

2.開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

２号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

（２）月間平均流量結果 : m3/h

採取日 核種 ①排気設備出口

Cs-134 ND(1.2E-7)

Cs-137 ND(1.5E-7)
10/11

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 5.2E-1

Cs-137 6.4E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 2.3E-7 2.7E-7

1.0E+4

1.7E+1

1.5E+3

採取日 核種 排気設備入口

Cs-134 7.6E-6

Cs-137 1.0E-4
10/24

採取日 核種
①PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.3E-6)

Cs-137 ND(1.1E-6)
10/11

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 3.7E+1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.7E-1

Cs-137 1.3E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 7.9E-6 8.1E-6

排気設備出口+開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間(Cs-134) = 2.7E-7 × 5.2E-1 × 1.0E+4 × 1E+6 + 7.6E-6 × 1.5E+3 × 1E+6 = 1.3E+4Bq/時未満

排気設備出口+開口の隙間及びﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間(Cs-137) = 2.7E-7 × 6.4E-1 × 1.0E+4 × 1E+6 + 1.0E-4 × 1.5E+3 × 1E+6 = 1.6E+5Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) = 8.1E-6 × 1.7E-1 × 1.7E+1 × 1E+6 = 2.4E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) = 8.1E-6 × 1.3E-1 × 1.7E+1 × 1E+6 = 1.9E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) = 3.7E+1 × 1.7E+1 × 1E+6 = 6.4E+8Bq/時

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) = 6.4E+8 × 24 ×365 ×2.4E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 6.0E-6mSv/年
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2.3 ３号機の放出量評価（１）

1. 原子炉直上部

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h
(              1日現在の崩壊熱より蒸気発生量(          m3/s)を評価)

2. 機器ハッチ

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間平均流量結果 : m3/h

採取日 核種 ①南西

Cs-134 ND(7.9E-8)

Cs-137 ND(9.8E-8)
10/4

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 5.0E-2

Cs-137 6.2E-2

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ
1.6E-6 4.3E-6

相対比①/②

採取日 核種 ①機器ﾊｯﾁ

Cs-134 ND(7.9E-8)

Cs-137 ND(9.4E-8)
10/4

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 6.0E-3

Cs-137 7.1E-3

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
1.3E-5 6.9E-6

相対比①/②

採取日 核種 ①PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

Cs-134 ND(1.1E-6)

Cs-137 ND(1.1E-6)
10/3

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 4.2E+1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 7.7E-2

Cs-137 7.5E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
1.4E-5 1.4E-5

３号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

月間平均値が一番高い箇所の
ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を採用 原子炉建屋

2.機器ﾊｯﾁ

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

3.PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

1.原子炉直上部
ﾌｨﾙﾀｰ
出口

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

4.燃料取出し用カバー排気設備

5.燃料取出し用カバー隙間

1.8E+2
2019年10月

3.9E+3 2.0E+1

5.1E-2
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6. 放出量評価

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

4. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h

（２）月間排気設備流量 : m3/h

5. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

2.3 ３号機の放出量評価（２）

採取日 核種 ①排気設備入口

Cs-134 ND(1.3E-7)

Cs-137 1.1E-7
10/3

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.8E-2

Cs-137 1.5E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ
7.2E-6 4.3E-6

採取日 核種 ①排気設備出口

Cs-134 ND(1.3E-7)

Cs-137 ND(1.1E-7)
10/3

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.7E-2

Cs-137 1.5E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
7.5E-6 7.2E-6

原子炉直上部+機器ﾊｯﾁ+燃料取出し用カバー隙間+燃料取出し用カバー排気設備(Cs-134)

= 4.3E-6 × 5.0E-2 × 1.8E+2 × 1E+6 + 6.9E-6 × 6.0E-3 × 3.9E+3 × 1E+6

+ 4.3E-6 × 1.8E-2 × 2.6E+3 × 1E+6 + 7.2E-6 × 1.7E-2 × 3.0E+4 × 1E+6 = 4.1E+3Bq/時未満

原子炉直上部+機器ﾊｯﾁ+燃料取出し用カバー隙間+燃料取出し用カバー排気設備(Cs-137)

= 4.3E-6 × 6.2E-2 × 1.8E+2 × 1E+6 + 6.9E-6 × 7.1E-3 × 3.9E+3 × 1E+6

+ 4.3E-6 × 1.5E-2 × 2.6E+3 × 1E+6 + 7.2E-6 × 1.5E-2 × 3.0E+4 × 1E+6 = 3.7E+3Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) = 1.4E-5 × 7.7E-2 × 2.0E+1 × 1E+6 = 2.1E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) = 1.4E-5 × 7.5E-2 × 2.0E+1 × 1E+6 = 2.1E+1Bq/時未満

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) = 4.2E+1 × 2.0E+1 × 1E+6 = 8.5E+8Bq/時

PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) = 8.5E+8 × 24 ×365 ×3.0E-19 ×0.0022/0.5 ×1E+3 = 9.8E-6mSv/年

2.6E+3

3.0E+4
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2.4 ４号機の放出量評価

3. 放出量評価
燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間+燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備(Cs-134)  

燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間+燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備(Cs-137)

1. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : m3/h

（２）月間排気設備流量 : m3/h

2. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

原子炉建屋
2. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

1.燃料取出し用
ｶﾊﾞｰ隙間

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ
（3ヶ所）

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

４号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞﾀﾞｽﾄ測定結果及び相対比より、放出量が最大となる箇所を採用

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

採取日 核種 ①SFP近傍
ﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞ

ﾌﾟﾚｲｽ近傍
ｶﾊﾞｰ上部

Cs-134 ND(1.1E-7) ND(1.3E-7) ND(1.4E-7)

Cs-137 ND(1.2E-7) ND(9.8E-8) ND(1.0E-7)
10/10

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 1.6E-1

Cs-137 1.8E-1

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 6.7E-7 8.7E-7

採取日 核種 ①排気設備出口

Cs-134 ND(1.2E-8)

Cs-137 ND(9.9E-9)
10/10

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均

Cs-134 3.6E-2

Cs-137 3.0E-2

相対比①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 3.3E-7 1.6E-7

=8.7E-7 ×1.6E-1 ×6.0E+3 ×1E+6 +1.6E-7 ×3.6E-2 ×5.0E+4 ×1E+6 =1.1E+3Bq/時未満

= 8.7E-7 ×1.8E-1 ×6.0E+3 ×1E+6 +1.6E-7 ×3.0E-2 ×5.0E+4 ×1E+6 =1.2E+3Bq/時未満

6.0E+3

5.0E+4
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参考1 評価のイメージ

STEP1 月間の連続ダストモニタのトレンドを確認
※連続ダストモニタは、
全βのため被ばく評価に使用できない

STEP2 月１回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタの値を比較
・例 4月8日に月１回の空気中放射性物質濃度測定 ・・・①

→核種毎（Cs134.137）にデータが得られる
・同時刻の連続ダストモニタの値を確認 ・・・②
・上記２つのデータの比を評価 ・・・③

③相対比=①空気中放射性物質濃度／②ダストモニタの値

STEP3 連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価
・連続ダストモニタのデータに③相対比を乗じて、

連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価

• 月１回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタのデータから連続性を考慮した空気中放
射性物質濃度を評価

4/8

4/1 4/30

：連続ダストモニタのデータ

●：空気中放射性物質濃度測定結果
●：4月8日の連続ダストモニタデータ

①
② 相対比

③=①／②

4/1 4/304/8

：連続性を考慮した空気中放射性物質濃度
：連続ダストモニタデータ

×③
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北北西風　1.7ｍ／ｓ

10

参考2 １号機建屋の漏洩率評価

 評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

 計算例
10月1日

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：機器ハッチ隙間面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m2）

S4：R/B大物搬入口横扉（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

C5：風圧係数(上面部)

ζ ：形状抵抗係数

→   →

↓

↑

↑
V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6(P6=0)

S3

P1
P2

P4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S1

V5

(機器ハッチ”開”)

(大物搬入口”閉”)

V1 V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S4
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　　　 ：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ ×ρ ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５，Ｖ６は（６），（７），（８），（９），（10），（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.66 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
0.73 0.00 0.29 0.10

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.134714 -0.0842 0.016839 -0.0842 -0.06736 0 -0.04591

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.21 0.56 0.72 0.56 0.42 0.61

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

機器ハッチ漏えい量 1,100 m3/h
漏洩率 1,100 m3/h

ＯＫ

0.00

Y

(m3/h)
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（一例）

 漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.7 3.0 330 0.9 3.0 397 0.7 1.7 329 1.1 0.2 472 1.3 2.0 592 0.0 0.0 0 0.6 0.3 268

西北西風 1.4 4.5 781 1.2 3.0 707 0.9 1.5 494 3.2 0.3 1,853 2.0 3.3 1,135 0.8 0.2 481 1.1 1.5 664

北西風 1.7 2.5 1,053 1.1 0.3 674 1.1 1.2 714 3.1 1.0 1,951 3.3 6.3 2,043 0.8 0.2 530 1.2 3.5 748

北北西風 1.7 1.3 1,100 1.1 0.8 751 0.8 0.3 527 0.0 0.0 0 2.9 1.8 1,944 2.5 6.5 1,655 1.3 3.0 850

北風 2.3 0.3 1,510 1.2 0.7 803 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 6.5 1,687 1.5 2.0 1,012

北北東風 2.1 0.2 1,398 1.1 0.5 716 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.2 6.7 2,789 2.9 5.3 1,919

北東風 2.7 0.8 1,708 2.2 0.3 1,406 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.0 3.2 2,510 2.5 2.0 1,594

東北東風 2.8 3.2 1,615 2.2 0.7 1,273 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 0.5 523 2.8 2.7 1,632

東風 1.9 1.7 823 2.1 2.0 943 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.2 260 2.2 1.8 958

東南東風 1.7 0.2 780 2.2 0.5 987 1.5 0.2 683 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.5 599

南東風 1.8 0.2 794 2.6 1.7 1,157 1.5 0.3 685 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南東風 2.1 0.7 950 2.9 2.3 1,306 4.5 4.3 2,027 4.3 1.0 1,917 3.3 3.0 1,484 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.7 895 2.2 3.0 992 4.2 9.7 1,868 5.5 13.7 2,436 2.3 1.2 1,022 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南西風 1.3 0.8 569 1.6 2.3 704 4.0 2.0 1,778 6.2 7.2 2,768 2.3 1.5 1,016 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南西風 0.5 0.2 242 1.0 1.2 452 0.9 0.5 382 0.0 0.0 0 1.0 1.2 429 0.0 0.0 0 1.0 0.2 451

西南西風 0.7 0.7 317 0.9 0.3 384 0.0 0.0 0 2.1 0.2 939 1.0 1.8 454 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

20,364 19,001 33,224 57,856 29,972 48,733 28,184

10/1 ～ 10/7 10/8 ～ 10/14 10/15 ～ 10/21 10/22 ～ 10/28 10/29 ～ 10/31

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

評価期間

週間漏洩量 (m3)

漏洩量合計 (m3)

237,335 256,916 201,131 304,674 48,059

評価対象期間 (h) 漏洩率 (m3/h)

1,048,116 744 1,409
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

 評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

 計算例

10月1日
V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

V7：排気風速（m/s）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：床面圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：非常用扉開口面積（m2）

S2：大物搬入口開口面積（m2）

S3：BP隙間面積（m2）

S4：R/B二重扉(南北)開口面積（m2）

S5：西側開口前室北側開口面積（m2）

S6：西側開口前室西側開口面積（m2）

S7：西側開口前室南側開口面積（m2）

S8：西側開口前室床部開口面積（m2）

S9：西側開口前室上部開口面積（m2）

S10：排気ダクト面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北)

C2：風圧係数(南)

C3：風圧係数(西)

C4：風圧係数(東)

C5：風圧係数(床面)

ζ ：形状抵抗係数

→ ←

↑

↑

↓ ↓ ↓

↓

V0

北

P

原子炉建屋

P6=0
V6

S2

S3 S4S4

V4

P1
V1

P2
V2

P4

P3

(大物搬入口”閉”)

(排気設備)

(二重扉) S10

V7

S1
(非常用扉)

V3

(二重扉)

P6=0
V6

(BP開口部)

S5

S6

S7

西側開口前室

P5

原子炉建屋
（立面図）

V5
(大物搬入口”閉”)(非常用扉)

西側開口前室

S8

S9

P5
V5
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

床面　　　　 ：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P2-P=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P4-P=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P5-P=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（１０）

P6-P=ζ ×ρ ×V6^2/(2g) ・・・（１１）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S5+V2×S7+V3×(S1+S2+S6)+V4×S3+V5×(S8+S9)+V6×S4)×3600=V7×S10×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S5+V2×S7+V3×(S1+S2+S6)+V4×S3+V5×(S8+S9)+V6×S4)×3600-V7×S10×3600

Ｖ１～Ｖ６は（６）～（１１）により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるようにＰの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.66 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
2.075 0.000 0.340 0.370 0.010 0.230 1.124 0.001 0.000 0.500

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.134714 -0.0842 0.016839 -0.0842 -0.06736 0 -0.08937

V1 V2 V3 V4 V5 V6 V7

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.35 0.21 0.93 0.21 0.42 0.85 5.56

IN IN IN IN IN IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

排気ファン風量 10,000 m3/h
漏洩率 0 m3/h

Y

(m3/h)
0.00

ＯＫ
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（一例）

 漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.7 3.0 0 0.9 3.0 0 0.7 1.7 0 1.1 0.2 0 1.3 2.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.3 0

西北西風 1.4 4.5 0 1.2 3.0 0 0.9 1.5 0 3.2 0.3 8,031 2.0 3.3 3,199 0.8 0.2 0 1.1 1.5 0

北西風 1.7 2.5 709 1.1 0.3 0 1.1 1.2 0 3.1 1.0 6,265 3.3 6.3 6,757 0.8 0.2 0 1.2 3.5 0

北北西風 1.7 1.3 0 1.1 0.8 0 0.8 0.3 0 0.0 0.0 0 2.9 1.8 3,738 2.5 6.5 2,344 1.3 3.0 0

北風 2.3 0.3 0 1.2 0.7 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 6.5 0 1.5 2.0 0

北北東風 2.1 0.2 0 1.1 0.5 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.2 6.7 0 2.9 5.3 0

北東風 2.7 0.8 0 2.2 0.3 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.0 3.2 0 2.5 2.0 0

東北東風 2.8 3.2 0 2.2 0.7 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 0.5 0 2.8 2.7 0

東風 1.9 1.7 0 2.1 2.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.2 0 2.2 1.8 0

東南東風 1.7 0.2 0 2.2 0.5 0 1.5 0.2 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.5 0

南東風 1.8 0.2 0 2.6 1.7 1,053 1.5 0.3 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南東風 2.1 0.7 0 2.9 2.3 3,144 4.5 4.3 9,339 4.3 1.0 8,422 3.3 3.0 4,729 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.7 0 2.2 3.0 0 4.2 9.7 5,390 5.5 13.7 9,698 2.3 1.2 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南西風 1.3 0.8 281 1.6 2.3 710 4.0 2.0 3,668 6.2 7.2 6,091 2.3 1.5 1,370 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南西風 0.5 0.2 0 1.0 1.2 0 0.9 0.5 0 0.0 0.0 0 1.0 1.2 0 0.0 0.0 0 1.0 0.2 0

西南西風 0.7 0.7 0 0.9 0.3 0 0.0 0.0 0 2.1 0.2 1,857 1.0 1.8 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

2,007 10,748 99,913 193,871 76,551 15,238 0

10/1 ～ 10/7 10/8 ～ 10/14 10/15 ～ 10/21 10/22 ～ 10/28 10/29 ～ 10/31

55,541 1,123,798 744 1,510週間漏洩量 (m3) 398,329 380,552 68,101 221,275

評価期間 漏洩量合計 (m3) 評価対象期間 (h) 漏洩率 (m3/h)
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参考4 ３号機原子炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

 評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

 計算例

10月1日

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：R/B大物搬入口面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m2）

S4：機器ハッチ隙間面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北)

C2：風圧係数(南)

C3：風圧係数(西)

C4：風圧係数(東)

C5：風圧係数(上面部)

ζ ：形状抵抗係数

→

↑

↑

↓ ↑ ↓

  →

V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6
(P6=0)

S3

P1
P2

P4
V4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S4

V5

機器
ハッチ

(大物搬入口”閉”)

V1
V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S3
(二重扉)

S1
(大物搬入口”閉”)

V6
(P6=0)
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参考4 ３号機原子炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　  ：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ ×ρ ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×0+V3×(S1+S2)+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S4)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×0+V3×(S1+S2)+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S4)×3600

Ｖ１～Ｖ６は（６）～（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.66 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
0.00 0.00 6.05 1.01

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.134714 -0.0842 0.016839 -0.0842 -0.06736 0 -0.00183

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.06 0.82 0.39 0.82 0.73 0.12

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

機器ハッチ漏洩率 2,660 m3/h
漏洩率 2,660 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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参考4 ３号機原子炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（一例）

 漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.7 3.0 1,195 0.9 3.0 1,435 0.7 1.7 1,191 1.1 0.2 1,708 1.3 2.0 2,139 0.0 0.0 0 0.6 0.3 968

西北西風 1.4 4.5 2,167 1.2 3.0 1,963 0.9 1.5 1,371 3.2 0.3 5,142 2.0 3.3 3,150 0.8 0.2 1,335 1.1 1.5 1,842

北西風 1.7 2.5 2,699 1.1 0.3 1,726 1.1 1.2 1,830 3.1 1.0 5,000 3.3 6.3 5,235 0.8 0.2 1,359 1.2 3.5 1,917

北北西風 1.7 1.3 2,660 1.1 0.8 1,816 0.8 0.3 1,275 0.0 0.0 0 2.9 1.8 4,700 2.5 6.5 4,001 1.3 3.0 2,056

北風 2.3 0.3 3,651 1.2 0.7 1,943 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 6.5 4,079 1.5 2.0 2,447

北北東風 2.1 0.2 3,380 1.1 0.5 1,732 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.2 6.7 6,743 2.9 5.3 4,641

北東風 2.7 0.8 4,376 2.2 0.3 3,603 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.0 3.2 6,432 2.5 2.0 4,085

東北東風 2.8 3.2 4,482 2.2 0.7 3,533 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 0.5 1,451 2.8 2.7 4,530

東風 1.9 1.7 2,977 2.1 2.0 3,408 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.2 938 2.2 1.8 3,462

東南東風 1.7 0.2 2,791 2.2 0.5 3,528 1.5 0.2 2,442 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.5 2,141

南東風 1.8 0.2 2,839 2.6 1.7 4,135 1.5 0.3 2,448 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南東風 2.1 0.7 3,395 2.9 2.3 4,669 4.5 4.3 7,246 4.3 1.0 6,854 3.3 3.0 5,308 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.7 3,235 2.2 3.0 3,587 4.2 9.7 6,752 5.5 13.7 8,809 2.3 1.2 3,696 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南西風 1.3 0.8 2,033 1.6 2.3 2,517 4.0 2.0 6,358 6.2 7.2 9,897 2.3 1.5 3,631 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南西風 0.5 0.2 866 1.0 1.2 1,617 0.9 0.5 1,367 0.0 0.0 0 1.0 1.2 1,535 0.0 0.0 0 1.0 0.2 1,612

西南西風 0.7 0.7 1,134 0.9 0.3 1,371 0.0 0.0 0 2.1 0.2 3,356 1.0 1.8 1,623 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

59,398 63,344 117,900 205,732 87,000 119,177 73,542

10/1 ～ 10/7 10/8 ～ 10/14 10/15 ～ 10/21 10/22 ～ 10/28 10/29 ～ 10/31

147,186 2,901,224 744 3,899週間漏洩量 (m3) 726,093 703,423 519,657 804,865

評価期間 漏洩量合計 (m3) 評価対象期間 (h) 漏洩率 (m3/h)
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参考５ ３号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

 評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

 計算例

10月1日

V0：外気風速（m/s）

V1：カバー内流出入風速（m/s）

V2：カバー内流出入風速（m/s）

V3：カバー内流出入風速（m/s）

V4：カバー内流出入風速（m/s）

V5：カバー内流出入風速（m/s）

V6：排気風速（m/s）

→   ← P：カバー内圧力（Pa）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：上下部圧力（Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）

S2：カバー隙間面積（m2）

S3：カバー隙間面積（m2）

S4：カバー隙間面積（m2）

S5：カバー天井部隙間面積（m2）

S6：ガータ床隙間面積（m2）

S7：排気ダクト吸込口面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(風上側（北）)

C2：風圧係数(風下側（南）)

C3：風圧係数(風上側（西）)

C4：風圧係数(風下側（東）)

C5：風圧係数(上下部)

ζ ：形状抵抗係数

↓

↑

↑

↓

V0

原子炉
建屋

P1 P2

P4

V3

V1 V2

北

P
カバー

P
カバー

V5

S2

S3S1

S4

V4

P3
(排風機)

V5
S5

P5

(ガーダ床開口部)

S6

(天井開口部)

S7

V6

P5
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参考５ ３号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　　：P5=C5×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P2-P=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P4-P=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P5-P=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（１０）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S1+V2×S3+V3×S4+V4×S2+V5×(S5+S6))×3600=V6×S7×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S1+V2×S3+V3×S4+V4×S2+V5×(S5+S6))×3600-V6×S7×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（６），（７），（８），（９），（１０）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.66 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
2.56 0.41 2.56 0.41 0.36 4.47 4.76

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.134714 -0.0842 0.016839 -0.0842 -0.06736 -0.11107

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.42 0.47 1.02 0.47 0.60 1.75

IN IN IN IN IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

給気風量 30,000 m3/h
排気ファン風量 30,000 m3/h
漏洩量 0 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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 週ごとの漏洩量評価（一例）

 漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

参考５ ３号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.7 3.0 0 0.9 3.0 0 0.7 1.7 0 1.1 0.2 0 1.3 2.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.3 0

西北西風 1.4 4.5 0 1.2 3.0 0 0.9 1.5 0 3.2 0.3 1,989 2.0 3.3 0 0.8 0.2 0 1.1 1.5 0

北西風 1.7 2.5 0 1.1 0.3 0 1.1 1.2 0 3.1 1.0 3,480 3.3 6.3 4,307 0.8 0.2 0 1.2 3.5 0

北北西風 1.7 1.3 0 1.1 0.8 0 0.8 0.3 0 0.0 0.0 0 2.9 1.8 3,644 2.5 6.5 275 1.3 3.0 0

北風 2.3 0.3 0 1.2 0.7 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 6.5 0 1.5 2.0 0

北北東風 2.1 0.2 0 1.1 0.5 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.2 6.7 9,373 2.9 5.3 3,420

北東風 2.7 0.8 686 2.2 0.3 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.0 3.2 7,764 2.5 2.0 0

東北東風 2.8 3.2 0 2.2 0.7 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 0.5 0 2.8 2.7 0

東風 1.9 1.7 0 2.1 2.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.2 0 2.2 1.8 0

東南東風 1.7 0.2 0 2.2 0.5 0 1.5 0.2 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.5 0

南東風 1.8 0.2 0 2.6 1.7 0 1.5 0.3 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南東風 2.1 0.7 0 2.9 2.3 3,526 4.5 4.3 10,436 4.3 1.0 9,616 3.3 3.0 5,682 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.7 0 2.2 3.0 0 4.2 9.7 88 5.5 13.7 9,147 2.3 1.2 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南西風 1.3 0.8 0 1.6 2.3 0 4.0 2.0 8,489 6.2 7.2 18,640 2.3 1.5 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南西風 0.5 0.2 0 1.0 1.2 0 0.9 0.5 0 0.0 0.0 0 1.0 1.2 0 0.0 0.0 0 1.0 0.2 0

西南西風 0.7 0.7 0 0.9 0.3 0 0.0 0.0 0 2.1 0.2 0 1.0 1.8 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

572 8,227 63,048 272,351 51,003 88,865 18,239

10/1 ～ 10/7 10/8 ～ 10/14 10/15 ～ 10/21 10/22 ～ 10/28 10/29 ～ 10/31評価期間 漏洩量合計 (m3) 評価対象期間 (h) 漏洩率 (m3/h)

32,371 1,934,487 744 2,600週間漏洩量 (m3) 502,304 511,642 154,746 733,424
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参考6 ４号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

 評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

 計算例

北北西風　1.7ｍ／ｓ10月1日
V0：外気風速（m/s）

V1：カバー内流出入風速（m/s）

V2：カバー内流出入風速（m/s）

V3：カバー内流出入風速（m/s）

V4：カバー内流出入風速（m/s）

V5：カバー内流出入風速（m/s）

P：カバー内圧力（Pa）

→   → P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：R/B内圧力（0Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）

S2：カバー隙間面積（m2）

S3：カバー隙間面積（m2）

S4：カバー隙間面積（m2）

S5：建屋床損傷部隙間面積（m2）

ρ ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

ζ ：形状抵抗係数

↑

↑

↑

V0

原子炉建屋

P1 P2

P4

V3

P5=0
原子炉建屋

V1 V2

S5

北

(建屋床損傷部)

P
カバー

P
カバー

建屋損傷部から
カバー内への流出入

V5

S2

S3

S1

S4

V4

P3

(送風気) (排風気)
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参考6 ４号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζ とすると

P1-P=ζ ×ρ ×V1^2/(2g) ・・・（５）

P-P2=ζ ×ρ ×V2^2/(2g) ・・・（６）

P3-P=ζ ×ρ ×V3^2/(2g) ・・・（７）

P-P4=ζ ×ρ ×V4^2/(2g) ・・・（８）

P5-P=ζ ×ρ ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600=(V2×S3+V4×S2)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600-(V2×S3+V4×S2)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.66 0.80 -0.50 0.10 -0.50 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
0.44 0.81 0.46 0.81 4.00

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.134714 -0.0842 0.016839 -0.0842 0 -0.00058

V1 V2 V3 V4 V5

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.05 0.83 0.38 0.83 0.07

IN OUT IN OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 3,754 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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参考6 ４号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

 週ごとの漏洩量評価（一例）

 漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

10月1日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日 10月6日 10月7日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.7 3.0 2,025 0.9 3.0 2,432 0.7 1.7 2,018 1.1 0.2 2,895 1.3 2.0 3,625 0.0 0.0 0 0.6 0.3 1,641

西北西風 1.4 4.5 3,068 1.2 3.0 2,780 0.9 1.5 1,942 3.2 0.3 7,283 2.0 3.3 4,462 0.8 0.2 1,891 1.1 1.5 2,608

北西風 1.7 2.5 3,822 1.1 0.3 2,444 1.1 1.2 2,592 3.1 1.0 7,080 3.3 6.3 7,413 0.8 0.2 1,925 1.2 3.5 2,714

北北西風 1.7 1.3 3,754 1.1 0.8 2,564 0.8 0.3 1,800 0.0 0.0 0 2.9 1.8 6,634 2.5 6.5 5,647 1.3 3.0 2,901

北風 2.3 0.3 7,156 1.2 0.7 3,808 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 2.5 6.5 7,997 1.5 2.0 4,796

北北東風 2.1 0.2 4,771 1.1 0.5 2,445 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.2 6.7 9,518 2.9 5.3 6,551

北東風 2.7 0.8 6,197 2.2 0.3 5,102 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 4.0 3.2 9,109 2.5 2.0 5,784

東北東風 2.8 3.2 6,348 2.2 0.7 5,004 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.9 0.5 2,056 2.8 2.7 6,415

東風 1.9 1.7 5,045 2.1 2.0 5,775 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.6 0.2 1,590 2.2 1.8 5,867

東南東風 1.7 0.2 3,906 2.2 0.5 4,938 1.5 0.2 3,417 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 1.3 0.5 2,996

南東風 1.8 0.2 3,973 2.6 1.7 5,787 1.5 0.3 3,426 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南東風 2.1 0.7 4,738 2.9 2.3 6,516 4.5 4.3 10,113 4.3 1.0 9,566 3.3 3.0 7,408 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.7 6,312 2.2 3.0 6,999 4.2 9.7 13,176 5.5 13.7 17,189 2.3 1.2 7,213 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南南西風 1.3 0.8 2,837 1.6 2.3 3,512 4.0 2.0 8,873 6.2 7.2 13,813 2.3 1.5 5,068 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

南西風 0.5 0.2 1,212 1.0 1.2 2,263 0.9 0.5 1,913 0.0 0.0 0 1.0 1.2 2,147 0.0 0.0 0 1.0 0.2 2,256

西南西風 0.7 0.7 1,587 0.9 0.3 1,919 0.0 0.0 0 2.1 0.2 4,697 1.0 1.8 2,271 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0

漏洩日量
　(m3)

89,914 98,725 201,509 354,246 126,144 182,912 108,501

10/1 ～ 10/7 10/8 ～ 10/14 10/15 ～ 10/21 10/22 ～ 10/28 10/29 ～ 10/31

227,063 4,437,394 744 5,964週間漏洩量 (m3) 1,161,951 1,055,292 786,526 1,206,561

評価期間 漏洩量合計 (m3) 評価対象期間 (h) 漏洩率 (m3/h)
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 低いレベルで安定。

 大きな上昇はなく、低濃度で安定。



試料濃度

（Bq/cm3)

検出限界濃度

(Bq/cm3)

試料濃度

（Bq/cm3)

検出限界濃度

(Bq/cm3)

ND 7.1E-07 ND 8.4E-07

ND 1.5E-06 ND 1.2E-06

ND 1.2E-06 ND 7.6E-07

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

Cs-137
(約30年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。
　　本サンプリングは、セシウムおよびよう素の核種分析結果を対象としている。

2019年11月26日
東京電力ホールディングス株式会社

福島第一廃炉推進カンパニー

検出核種
(半減期)

福島第一原子力発電所　１号機原子炉格納容器ガス管理システムの気体のサンプリング結果

採取場所 １号機原子炉格納容器ガス管理システム出口

試料形態 粒子状フィルタ チャコールフィルタ

試料採取日時刻 2019年10月8日 2019年10月8日
  8:07～8:47   8:07～8:47



①試料濃度※1

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

①試料濃度※1

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

①試料濃度※1

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

①試料濃度※2

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

ND - ND - ND - ND - 1E-03

1.2E-07 0.00 ND - ND - ND - 2E-03

1.1E-06 0.00 2.6E-06 0.00 1.6E-06 0.00 3.2E-07 0.00 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※1　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※2　試料濃度は、粒子状のみ。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載  
　　　

    検出限界値は次の通り。
      

         揮発性のI-131が約1E-7Bq/cm3、Cs-134が約1E-7Bq/cm3、Cs-137が約1E-7Bq/cm3

         粒子状のI-131が約1E-7Bq/cm3、Cs-134が約2E-7Bq/cm3

     ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。  
　　　

Cs-134
(約2年)

10:40～11:10

検出核種
(半減期)

  8:20～8:50

Cs-137
(約30年)

  9:00～9:30 10:00～10:30

I-131
(約8日)

2019年10月8日 2019年10月8日 ②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻 2019年10月8日 2019年10月8日

1号機原子炉建屋
機器ハッチオペフロ階

福島第一原子力発電所　１号機原子炉建屋上部における空気中放射性物質の核種分析結果

採取場所
1号機原子炉建屋

原子炉ウェル上部 南側
1号機原子炉建屋

原子炉ウェル上部 北西側
1号機原子炉建屋

原子炉ウェル上部 北側



試料濃度

（Bq/cm
3
)

検出限界濃度

(Bq/cm
3
)

試料濃度

（Bq/cm
3
)

検出限界濃度

(Bq/cm
3
)

ND 9.5E-07 ND 8.3E-07

ND 1.2E-06 ND 1.3E-06

ND 9.3E-07 ND 1.1E-06

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

 　6:54～7:04   7:04～7:34

福島第一原子力発電所　２号機原子炉格納容器ガス管理システムの気体のサンプリング結果

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

Cs-137
(約30年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。
　　本サンプリングは、セシウムおよびよう素の核種分析結果を対象としている。

検出核種
(半減期)

採取場所 ２号機原子炉格納容器ガス管理システム出口

試料形態 粒子状フィルタ チャコールフィルタ

試料採取日時刻 2019年10月11日 2019年10月11日



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - 1E-03

ND - ND - 2E-03

1.3E-06 0.00 ND - 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載  
　　　

    検出限界値は次の通り。
      

         揮発性のI-131が約1E-7Bq/cm3、Cs-134が約1E-7Bq/cm3、Cs-137が約1E-7Bq/cm3

         粒子状のI-131が約3E-7Bq/cm3、Cs-134が約2E-7Bq/cm3、Cs-137が約9E-8Bq/cm3

     ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。  
　　　

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

Cs-137
(約30年)

福島第一原子力発電所　２号機原子炉建屋排気設備における空気中放射性物質の核種分析結果（1/2）

採取場所
２号機原子炉建屋排気設備

（排気フィルタ入口）
２号機原子炉建屋排気設備

（排気フィルタ出口）

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻 2019年10月11日 2019年10月11日

 　6:42～8:42   6:50～8:50

検出核種
(半減期)



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - 1E-03

7.6E-06 0.00 ND - 2E-03

1.0E-04 0.03 ND - 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載  
　　　

    検出限界値は次の通り。
      

         揮発性のI-131が約1E-7Bq/cm3、Cs-134が約9E-8Bq/cm3、Cs-137が約1E-7Bq/cm3

         粒子状のI-131が約1E-6Bq/cm3、Cs-134が約2E-7Bq/cm3、Cs-137が約9E-8Bq/cm3

     ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。  
　　　

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

Cs-137
(約30年)

福島第一原子力発電所　２号機原子炉建屋排気設備における空気中放射性物質の核種分析結果(2/2)

採取場所
２号機原子炉建屋排気設備

（排気フィルタ入口）
２号機原子炉建屋排気設備

（排気フィルタ出口）

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻 2019年10月24日 2019年10月24日

11:09～12:09 11:18～12:18

検出核種
(半減期)



試料濃度

（Bq/cm
3
)

検出限界濃度

(Bq/cm
3
)

試料濃度

（Bq/cm
3
)

検出限界濃度

(Bq/cm
3
)

ND 7.9E-07 ND 9.6E-07

ND 1.1E-06 ND 1.1E-06

ND 9.3E-07 ND 1.1E-06

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

Cs-137
(約30年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。
　　本サンプリングは、セシウムおよびよう素の核種分析結果を対象としている。

検出核種
(半減期)

福島第一原子力発電所　３号機原子炉格納容器ガス管理システムの気体のサンプリング結果

採取場所 ３号機原子炉格納容器ガス管理システム出口

試料形態 粒子状フィルタ チャコールフィルタ

試料採取日時刻 2019年10月3日 2019年10月3日
  9:42～9:52  9:52～10:22



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - 1E-03

ND - ND - 2E-03

ND - ND - 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

      検出限界値は次の通り。

         揮発性のI-131が約1E-7Bq/cm
3
、Cs-134が約9E-8Bq/cm

3
、Cs-137が約9E-8Bq/cm

3

         粒子状のI-131が約9E-8Bq/cm3、Cs-134が約8E-8Bq/cm3、Cs-137が約1E-7Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

Cs-137
(約30年)

 　8:30～9:00  　8:30～9:30

検出核種
(半減期)

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

福島第一原子力発電所　３号機原子炉建屋上部における空気中放射性物質の核種分析結果<1/2>

採取場所
３号機原子炉建屋上部

（原子炉上南側）
３号機原子炉建屋上部
（機器ハッチ開口部）

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻

2019年10月4日 2019年10月4日



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - 1E-03

ND - ND - 2E-03

ND - 1.1E-07 0.00 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

      検出限界値は次の通り。

         揮発性のI-131が約9E-8Bq/cm
3
、Cs-134が約1E-7Bq/cm

3
、Cs-137が約2E-7Bq/cm

3

         粒子状のI-131が約7E-8Bq/cm3、Cs-134が約1E-7Bq/cm3、Cs-137が約9E-8Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

Cs-137
(約30年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

 9:09～12:09  9:22～12:22

検出核種
(半減期)

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

福島第一原子力発電所　３号機原子炉建屋上部における空気中放射性物質の核種分析結果<2/2>

採取場所
３号機建屋開口部

燃料取出し用カバー排気設備出口
3号機建屋開口部

燃料取出し用カバー排気設備入口

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻

2019年10月3日 2019年10月3日



①試料濃度※1

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

①試料濃度※1

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

①試料濃度※2

（Bq/cm3)

倍率
(①/②)

①試料濃度※2

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - ND - ND - 1E-03

ND - ND - ND - ND - 2E-03

ND - ND - ND - ND - 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※1　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※2　試料濃度は、粒子状のみ。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

 検出限界値は次の通り。


         揮発性のI-131が約1E-7Bq/cm3、Cs-134が約1E-7Bq/cm3、Cs-137が約1E-7Bq/cm3

         粒子状のI-131が約9E-8Bq/cm3、Cs-134が約1E-7Bq/cm3、Cs-137が約1E-7Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

Cs-137
(約30年)

4号機原子炉建屋
（排気フィルタ入口）

2019年10月10日

  5:28～6:28

福島第一原子力発電所　４号機原子炉建屋上部における空気中放射性物質の核種分析結果

 8:37～11:37   8:53～9:53

採取場所
4号機原子炉建屋

（排気フィルタ出口）

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)  4:27～5:27

検出核種
(半減期)

4号機原子炉建屋
（SFP近傍）

4号機原子炉建屋
（チェンジング近傍）

試料採取日時刻
2019年10月10日 2019年10月10日 2019年10月10日



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - #VALUE! #VALUE! ND - 1E-03

ND - #VALUE! #VALUE! ND - 2E-03

ND - #VALUE! #VALUE! ND - 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

      検出限界値は次の通り。

         揮発性のI-131が約4E-6Bq/cm3、Cs-134が約5E-6Bq/cm3、Cs-137が約5E-6Bq/cm3

         粒子状のI-131が約1E-6Bq/cm3、Cs-134が約1E-6Bq/cm3、Cs-137が約1E-6Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

Cs-137
(約30年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

  8:35～9:35   8:30～9:30

検出核種
(半減期)

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

#VALUE!

福島第一原子力発電所　建屋開口部における空気中放射性物質の核種分析結果＜1/4＞

採取場所
１号機タービン建屋開口部

（タービン建屋大物搬入口）
２号機タービン建屋開口部

（タービン建屋大物搬入口）
３号機タービン建屋開口部

（タービン建屋大物搬入口）

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻

2019年10月6日 2019年10月6日



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - ND - 1E-03

ND - ND - ND - 2E-03

ND - ND - 1.7E-05 0.01 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

      検出限界値は次の通り。
         揮発性のI-131が約4E-6Bq/cm3、Cs-134が約4E-6Bq/cm3、Cs-137が約4E-6Bq/cm3

         粒子状のI-131が約1E-6Bq/cm3、Cs-134が約1E-6Bq/cm3、Cs-137が約1E-6Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

福島第一原子力発電所　建屋開口部における空気中放射性物質の核種分析結果＜2/4＞

採取場所
１号機廃棄物処理建屋

(西側開口部)
２号機廃棄物処理建屋

(西側開口部)
３号機廃棄物処理建屋

(西側開口部)

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻

2019年10月6日

  6:50～7:50

検出核種
(半減期)

2019年10月3日

 9:23～10:23

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

Cs-137
(約30年)

2019年10月6日

  6:55～7:55



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - ND - 1E-03

ND - ND - ND - 2E-03

ND - ND - 6.1E-06 0.00 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

      検出限界値は次の通り。

         揮発性のI-131が約4E-6Bq/cm3、Cs-134が約5E-6Bq/cm3、Cs-137が約4E-6Bq/cm3

         粒子状のI-131が約1E-6Bq/cm3、Cs-134が約1E-6Bq/cm3、Cs-137が約1E-6Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

Cs-137
(約30年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

  7:00～8:00   7:05～8:05   8:20～9:20

検出核種
(半減期)

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

福島第一原子力発電所　建屋開口部における空気中放射性物質の核種分析結果＜3/4＞

採取場所
４号機廃棄物処理建屋

(北西側開口部)
４号機原子炉建屋開口部

（原子炉建屋大物搬入口）
プロセス主建屋
(4階大物搬入口)

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻

2019年10月6日 2019年10月6日 2019年10月6日



①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)
①試料濃度

（Bq/cm3)
倍率

(①/②)

ND - ND - 1E-03

ND - ND - 2E-03

ND - ND - 3E-03

*　東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

　（別表第１第四欄：放射線業務従事者の呼吸する空気中の濃度限度）

※　試料濃度は、揮発性と粒子状の合計値。

※　○.○E－○とは、○.○×１０－○と同じ意味である。

※　二種類以上の核種がある場合は、それぞれの濃度限度に対する倍率の総和を１と比較する。

      検出限界値は次の通り。

         揮発性のI-131が約4E-6Bq/cm3、Cs-134が約5E-6Bq/cm3、Cs-137が約4E-6Bq/cm3

         粒子状のI-131が約1E-6Bq/cm3、Cs-134が約2E-6Bq/cm3、Cs-137が約1E-6Bq/cm3

      ただし、検出限界値は検出器や試料性状により異なるため、この値以下でも検出される場合もある。

福島第一原子力発電所　建屋開口部における空気中放射性物質の核種分析結果＜4/4＞

採取場所
焼却工作建屋開口部

(南西側開口部)

サイトバンカ建屋開口部
(サイトバンカ建屋大物搬入

口)

②告示濃度限度*

(Bq/cm3)
試料採取日時刻

2019年10月6日 2019年10月6日

  7:10～8:10   8:25～9:25

検出核種
(半減期)

I-131
(約8日)

Cs-134
(約2年)

※　本分析における放射能濃度の検出限界値を下回る場合は、「ND」と記載。

Cs-137
(約30年)


